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（午後０時５８分 開会） 

○野口博委員長 ただいまから総務建設

常任委員会を開会いたします。 

 本日の委員会記録署名員は松本委員を

指名いたします。 

 昨日に引き続き、議案第１号所管分及び

議案第９号所管分の審査を行います。 

 質疑を続けます。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 皆さんこんにちは。去る

３月１１日が東日本大震災から９年目を

迎えたということで、ちょっと思い起こし

ますと、９年前の３月１１日というのは、

ちょうど当時の総務常任委員会が開催さ

れておりまして、午後２時４６分よりはち

ょっと後だったと思いますが、大きく揺れ

たことで休憩がとられまして、そして当時、

議会のロビーにテレビがありましたので、

みんなでテレビを見ると、大変なことにな

っていたと。騒然としたことを思い出しま

すけども、とにかく改めて東日本大震災で

犠牲になられた方のご冥福をお祈りする

とともに、一日も早い復興が進むことを願

いたいと思います。 

 それでは、質問に入ります。 

 まず、１番目の補正予算第４号について

ですが、１４ページ、市民税において、個

人市民税が１億円増額ということで、それ

から法人市民税は１．５億円を増額されて

いるということでございますので、その増

額されている背景、理由について教えてい

ただきたいと思います。 

 ２番目も同じく補正予算第４号です。 

 １８ページ、不動産売払収入が３，６０

０万円減額されているということですけ

ども、具体的にこれはどことどこを予定し

ていて、どこが売却できて、どこができな

かったのかということについてご答弁を

お願いしたいと思います。 

 ３番目、同じく補正予算第４号です。 

 令和元年度一般会計のこの全般になり

ますけども、まず基金繰入額、これが補正

後で１１億９，７５１万円、今回の財政調

整基金の積立金は４億４，３９８万円補正

をされて、６億４，７０４万円となりまし

た。この影響額として、補正予算第２号で

可決をされたこの臨時財政対策債４億７，

８７４万円について可決をしていますけ

ども、その影響もありますが、決算額が確

定する段階で大体毎年不用額として１０

億円から１５億円ぐらいが不用額で上が

ってくるんですけども、そうしますと、決

算額が確定する段階では基金の積み増す

可能性も出てくるということになります。 

 平成３０年度決算では、この臨時財政対

策債、この年もありましたけど、これは未

発行ということにされました。発行しなか

ったということですけど、令和元年度の現

時点で、今度は臨時財政対策債を発行すべ

きかすべきでないのかということを、今、

どういう考え方をされているのかご答弁

いただきたいと思います。 

 次に、４番目です。 

 今度は令和２年度の一般会計について

でありますけども、まず、全体像について、

きのう、さまざまな議論がなされましたけ

ども、前年度に比べて６．９％増と、２３

億９，７００万円増加しているということ

で、いろいろ要因はあるとは思います。地

方創生のもと、全世代型社会保障がいよい

よ始まったというようなこともあります

し、いろいろ補正予算の絡みもありますが、

私はあえて、これは誰も言っておりません

が、戦略的な予算だなと感じています。こ

の戦略的な特徴について、戦略的な観点か

らどういう予算になっているかというこ
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とについてご答弁いただきたいと思いま

す。 

 その次に森林環境譲与税、これもきのう

いろいろ議論がなされていました。令和元

年から創設をされている税ですけども、パ

リ協定の枠組みのもとで、我が国の温室効

果ガス排出削減目標の達成、災害防止を図

るために創設されたと、こういう税ですけ

ども、これは人口割の１０分の３がそれぞ

れ市町村に支給されるという分が、今回、

入ってきてると思いますが、きのうの委員

会の中では、木を普及させるような目的で

使うと。今後、各課に公募を行うというよ

うなことも言われてましたが、支給は令和

元年からですけども、今度、課税のほうは

令和６年から始まる。６年から課税する分

を先使いをして、実は支給をしているとい

うことになっているということですけど

も、具体的にはどのような形で課税がなさ

れてくるのかということについてご答弁

をお願いしたいと思います。 

 ６番目、地方消費税交付金についてでご

ざいますが、その中身といいますか、昨年

１０月から消費税率が８％から１０％に

引き上げられています。令和２年度からこ

の消費税の分が、実際のところは計上とい

うことになります。先ほども言いました全

世代型の社会保障がいよいよ具現化され

るということですね。高齢者から子どもま

でを含めた取り組みを行うということに

なっていますが、支出においては、介護保

険料の軽減策であるとか、就学前教育の無

償化を段階的にやるとか、子育て世代の支

援とかさまざまにあると思いますが、財政

的立場から、本市における全世代型の社会

保障を統括的に言うとどのようなことに

なるのか、ちょっと答弁難しいかもわかり

ませんが、教えていただきたいと思います。

以上、６番目。 

 次、７番目、情報化推進事業です。 

 これは予算概要書の２２ページに載っ

てます。これもきのうから何度も議論され

ています。１億８，７８３万４，０００円、

これは、今回、事務効率に向けたＲＰＡ（ロ

ボティック・プロセス・オートメーション）

が検証の結果、今回は８事業に導入される

ということです。これは、先日、説明があ

りました。 

 以前は私もペッパー君が登場したとき

に、１階のロビーの受付にペッパー君を置

いておけば、非常に話題性、実用性におい

ていいと思いまして、市長に提案したこと

もありましたけども、それは実現はできま

せんでしたが、本年度の研究の中で、ＲＰ

ＡとＡＩについて研究をなされたという

ことで、報告書が上がってましたね。それ

もちょっと目を通させていただいたんで

すけども、いろいろ進んでいる事例を集め

られて、自治体業務におけるＡＩ導入につ

いてという自主研究グループによる報告

書が上がってますが、さまざまな各市の事

例を集められて、そして研究をなされた。

さまざまな書籍も読まれて、随分熱心な研

究であったなとは思いました。 

 いろいろ進んでいる利用もあったと思

いますけども、その中でいろいろ導入の検

討をされたということがこの中に書いて

あります。具体的なことも書いてあります

が、その検討された中身で、今回は導入は

８事業ということでございましたけども、

その中身と、それから８事業の中身、これ

は代表質問でもあったかもわかりません

が、ちょっと改めて説明いただきたいと思

います。 

 ８番目、運転免許証の自主返納について、

これは予算書の８４ページ、運転啓発事業
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の５０６万４，０００円について、ことし、

人生１００年ドライブ事業ということで、

これも何度も議論されていますけども、放

置自転車を提供するということですけれ

ども、これまでに返納された方も全部含め

て提供するということになってますので、

対象者は一体どれぐらいになるのかと。ま

た、その自転車を、初年度、どれぐらい提

供するのか予測をされているかご答弁い

ただきたいと思います。 

 次、９番目、都市再生地籍調査（官民先

行型）業務委託料について、これも毎回質

問しているんですけども、予算概要８６ペ

ージ、３６０万円の予算ですけども、令和

２年度はどの地域を対象とする予定なの

かについてお尋ねいたします。 

 １０番目、狭隘道路整備事業について、

これは予算概要８８ページに載ってます

が、狭隘道路整備事業１，０５８万８，０

００円とありますが、これまでの、従来、

狭隘道路の２項道路を拡幅するときの補

助というのが今までありました。これは、

令和２年度もあると。それとまた新たな事

業として、狭隘道路整備検討業務委託料５

５８万８，０００円と、新たな名目を打っ

て予算があるんですけども、これは都市計

画法で言う第２９条の開発許可を受ける

ために、４メートルの道路が幹線道路まで

続いていなければならないという規定が

ありますけども、それに対応するという意

味だと思いますが、一部新規で整備をされ

ていくことにされていると思いますけど

も、整備をするためには、これはこれから

考えるともおっしゃられてましたが、どう

いう仕組みを今のところイメージされて

いるのかということについて、まず答弁を

お願いしたいと思います。 

 それから、１１番目、排水路ポンプ場管

理事業です。予算概要９０ページ、排水路

ポンプ場管理事業について、令和２年度で

水位計と定点カメラの設置をするとお聞

きしていますが、その設置をすることに至

った経緯、それから設置場所、監視体制は

どのようにされるのか、ご答弁いただきた

いと思います。 

 次に、１２番目、震災対策推進事業につ

いてです。予算概要の９２ページです。 

 震災対策推進事業について、耐震改修補

助金５６０万円と予算をつけられていま

すけども、令和２年度としては何件くらい

予定をしているということになるのか、１

回目、お願いします。 

 それから、１３番目、公園維持管理事業

についてです。予算概要の９４ページにな

ります。 

 公園維持管理事業で緑の基本計画とい

うのがあります。これに基づいてこれから

管理もしっかり達成を目指していくとい

うことになっているんだろうと思います。

平成２６年３月につくられてます。令和７

年度までの計画ということになってます。

令和２年度がちょうど中間年次というこ

とですね。中間年次で改定するとも何とも

書いておらず、中間年次としか書いてませ

んが、これはどういうふうに令和２年度と

して取り組みをされることになるのかと

いうことと、また、この計画の根本は協働

になってます。総合計画と合わせて協働と

いうのがテーマになってますが、つまり３

年ごとに市民、事業者の意見、評価が反映

される計画に改善するというふうに、３年

ごとに一部改善していきますよというふ

うに書いてあるんですけど、これで１回、

３年が過ぎてます。ことしで一応２回目の

３年目になりますけど、これまでどうされ

たのか、また、これからどうされるのかと
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いうこととあわせてご答弁をお願いしま

す。 

 次、１４番目、防災対策事業です。予算

概要では１０４ページになります。 

 防災対策事業は１，０５８万２，０００

円とありますが、４月から防災危機管理課

を設立して、そして事実上の防災対策を強

化されていきます。その中で地域防災計画

も、今、パブリックコメントに出されてま

して、改定されるということで、これをも

とにこれからしっかりと強化をしていく

ということになろうかと思うんですが、こ

の中では、ちょっと目を通させてもらいま

すと、第２編のところで、災害予防計画を

中心に結構積極的な改定になっているな

というのが感想です。 

 その上で、今回、改定する地域防災計画

からちょっと気になるところをいろいろ

お話ししたいと思いますが、きのうの議論

の中では鍵ボックス設置の議論がありま

した。小・中学校に設置をすると。そして、

それぞれの担当者、責任者、それからそれ

以外に二人いらっしゃる、３人いらっしゃ

るから、誰が来ても鍵があけれるようにす

ると、こういうことでしたけども、小・中

学校以外にも避難場所がありますよね。例

えば子育て支援センター遊戯室であった

り、各公民館であったり、また、各体育館、

それぞれ体育館も避難場所に指定をされ

ています。この小学校以外のところの部分

については、どういう体制をとられている

のかというのと、鍵ボックス設置について

どんな検討をされたのか。令和２年度はつ

かないということですけども、令和３年度

についていくのか、そのことについて答弁

いただきたいと思います。 

 それから、避難所があけられますね。避

難所が開設をされますと、避難所運営マニ

ュアルに従って自主防災会と職員で運営

が実施をされていくということになりま

す。平成２１年５月につくられた避難所運

営マニュアルというのが、これは市のホー

ムページの中にも載ってますね。ちょっと

出してきて見ましたけども、よくできてい

るだろうと思います。この避難所運営マニ

ュアルに基づいて、自主防災会とともに避

難所の運営を始めるということになって

いますが、私は前からこのマニュアルでは

なかなか避難所を運営するには難しい。こ

れは確かによくできてますよ。どこからつ

つかれてもいいようなものですけども、や

っぱりもっとこの実際に即した、現場に即

したマニュアルを概略化したようなもの

ですかね、また、それぞれの避難場所に適

した、例えば千里丘小学校だったら、千里

丘小学校に適したマニュアルをつくって

おくことが必要だというふうに言ってき

ましたけども、そのことを受けまして、以

前に川西課長からの答弁では、避難所運営

マニュアルを修正するにつきましては、で

きたら我々市が画一的に修正するのでは

なくて、それぞれ集会所ごとに施設管理者

であったり、地域の皆さんであったり、そ

のあたりの皆さんに入っていただいて、オ

リジナルの避難所運営マニュアルをつく

らせていただきたいと、こういうふうにお

っしゃっていただきました。 

 この地域防災計画には、このマニュアル

については、市があらかじめ作成した避難

所運営マニュアルについて、府が示す指針

を踏まえて、必要に応じて修正をすると。

そして、徹底をするという、こういうこと

になっていますが、ちょっとその辺の整合

性、答弁いただいたことと、この地域防災

計画に書いてあることについての整合性

について、あわせて問いたいと思います。 
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 それから、同じく防災対策事業について

です。 

 この予算概要の１０４ページには、防災

士取得用助成金９５万円というのがつけ

られています。これは令和元年度から始め

ていただいた防災士資格取得費用の補助

制度なんですけども、本年も同じように補

助していただくことになるのか、また、違

う方法でやっていくことになるのか、どの

ような形でやっていかれるのかについて、

１回目、お願いします。 

 あと、きのうの議論の中で、ちょっとい

ろいろ意見を言っておきたいと思います。 

 まず一つは、千里丘三島線道路の改修事

業についてということで、これは令和５年

度の完成を目指していくということです。

これは一日も早く拡幅工事をお願いした

いと思います。 

 それで、これまでの議論の中では、千里

丘駅南交差点付近の既に契約済みになっ

ているところについては、一部供用を開始

するということで、令和２年度になればう

れしいと思うんですけども、この買収して

いるＴビルは建てかえ計画が出ています。

なので、多分、これ建てかえ工事が終わっ

た後になるんだろうと思いますけども、こ

れは楽しみに待っておきたいと思います。 

 あわせて、これまでの懸案事項でありま

したこの道路の大型車両規制の問題、これ

は大阪高槻京都線から大型車両が入るの

は規制がかかってて入れないんですね。一

方で、逆方面からは抜けていけるんですよ。

そういう規制をかけてあるんですけども、

この問題と、それから香露園１号線、それ

からもう一個、香露園のところの道路が余

り広くない。その道路が大型車両規制がか

かっていないので、今でも１０トンダンプ

がばっと通るような道路なんですけど、

前々から付近住民の方からは規制をかけ

てほしいという要望がありました。これは

てんびんになっていまして、ここの歩道の

部分が完成するときには、この千里丘三島

線の規制を外して、香露園１号線の規制を

かけましょうみたいなことになっている

わけですね。これは警察がはっきりそう言

っているわけではないと思うんですけど

も、そういう思いを持っているわけです。

これは一般質問でもそのことはお願いし

ましたけども、令和２年度、いよいよ買収

が終わりましたので、解体工事が始まって

いくということの中で、本市としてどのよ

うな働きかけをしていただくのか、また、

警察側の反応についてもお答えができる

ようであれば、ちょっとこれは答えていた

だきたいと思います。 

 それから２点目、自転車の矢羽根型路面

標示の設置について、自転車利用について

の計画を全市的に始めていくということ

でした。 

 大阪高槻京都線は平成２９年に設置を

されて丸３年になります。先行して、これ

は府道なので、設置をされているんですけ

ども、比較的広い道路ですので、私も毎日

ここは通っています。利用しているんです

が、駐車車両なんかがあると、どうしても

一旦歩道に入らないといけないんですね。

また、車道に出るんですね。そういうやっ

ぱり車道に出るときが非常に危ないなと

いうのを実感しています。私は怖いから、

必ず後ろを確認して、バイクとかが来てな

いことを確認するんですけど、確認しない

人が結構いるんです。確認せんとしゅっと

出る人が結構います。だからそういうのが

非常に危ないなと思いますし、また、逆行

する自転車も現にあります。だから、そう

いう意味では定着、きのう、今までの議論
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では、そういうふうに矢羽根型路面標示を

描くことによって、自転車の関連する事故

が減りますよというような答弁がありま

したけども、そのことが定着するためには、

やっぱりまだまだ自転車を運転する人た

ちに道路交通法のことをしっかり徹底し

ないと、安全確認をしっかり徹底をしてい

かないと、本当に効果が得られないのでは

ないかなと思います。 

 また、もう少し言いますと、逆行とか悪

質な場合について、警察のほうにしっかり

取り締まりをしてくださいということも

お願いすることも大事だと思います、定着

するまで。そういう意味で、この実施路線

について、そういう道路交通法のルールの

徹底の推進をすることと、やっぱり警察と

しっかり連携して検挙体制もしっかりと

ることも大事だということを、これは要望

しておきたいと思います。 

 それから三つ目に、南摂津駅のホームド

アの設置の件ですけども、今、一般の鉄道

の駅のホームドアは、国の基準で補助する

には１日の乗降客が１０万人以上という

ことになってますね。これはやがては多分

数字が下がってくると思うんですね。１０

万人のところが大体整備ができると、次は

もう少しというふうに下げてくると思い

ます。そのときには、ぜひとも摂津市内の

駅で、千里丘駅、正雀駅が一番に着手でき

るような取り組みを今のうちから声を上

げておいていただきたいと思うんです。 

 過去に、千里丘駅は非常に危ない駅でし

て、構内に段差がありました。わざわざ車

内アナウンスで、千里丘駅の前になると段

差がありますと言われるような、そんな駅

やったんです。また、子どもがすぽっと頭

が入ってしまうような手すりが構内につ

いてたんですけども、その二つの改善をず

っと要望していく中で、茨木市とか吹田市

の駅よりも先に千里丘駅の改修をしても

らうことができましたというようなこと

もありますので、これはぜひ今のうちから

言い続けていっていただきたいというこ

とを、これはお願いしておきたいと思いま

す。 

 今の二つは要望です。 

 以上です。 

○野口博委員長 妹尾課長。 

○妹尾市民税課長 それでは、市民税課に

係りますご質問にお答えいたします。 

 令和元年度一般会計補正予算第４号の

予算書１４ページの市税、個人市民税と法

人市民税の増額の背景についてというお

問いであったと思います。 

 まず、個人市民税の現年課税分につきま

しては、当初の予算額では４３億１，２９

０万円を計上しておりましたが、令和２年

１月での調定額が当初予算算定時の見込

みよりも増額となりましたので、令和元年

度の収納可能と予測される額を４４億１，

２９０万円と想定しまして、１億円の増額

を計上いたしました。 

 この理由といたしまして考えておりま

すのが、当初予算の算定時には、景気の回

復基調によって雇用環境等が改善傾向に

あると見込んでおりましたけれども、想定

以上に個人の方の所得金額が増加してい

ること、納税義務者数が増加したことなど

が理由であろうかと考えております。 

 次に、法人市民税の現年課税につきまし

ては、当初予算額を２２億９，５００万円

計上しておりましたが、こちらも令和２年

の１月で調定額が当初予算の算定時の見

込みよりも大幅に増額となりましたので、

令和元年度の収納可能と予測される額を

２４億４，５００万円と想定いたしまして、
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１億５，０００万円の増額を計上いたしま

した。 

 こちらにつきましても、当初予算算定時

で考えておりました景気の好調の部分、そ

れが想定以上の好調ということで反映さ

れてきたのではないかと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、ご質問番号２

番、補正予算の不動産売払収入の減額の理

由でございます。 

 当初、大きな不動産の売却といたしまし

て２か所、千里丘３丁目のちびっこ広場、

それと旧別府公民館跡地、この二つの売却

を想定しておりました。このうち、旧別府

公民館の売却についてなんですけれども、

まだ教育委員会から防災管財課のほうに

移管されておりません。このため、現在、

売却が困難になったため、減額したもので

ございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、質問番号３

番目、令和元年度の決算見込み、それから

臨時財政対策債の考え方についてお答え

いたします。 

 まず、令和元年度の決算の見通しでござ

いますけれども、昨年１０月に公表させて

いただいております中期財政見通しでは、

約４億円弱の財源不足が生じるものと見

込んでおりました。その後、今回の税の増

額補正でありますとか、いろいろな状況を

踏まえますと、決算の収支見込み、これか

ら集計になりますけれども、そう大きく変

わるものではないのかなと。昨年の同時期

と比べても、そう大きく変わった要因はご

ざいませんので、少なくとも去年の取り崩

し額から大きくふえることはないのでは

ないのかなと現時点では見込んでいると

ころでございます。 

 それから、臨時財政対策債の発行につい

ての考え方でございます。 

 臨時財政対策債は交付税の原資が不足

する場合に、国と地方が折半して肩がわり

をし、地方においては、臨時財政対策債と

して地方債を発行しているものでござい

ます。 

 過去、平成１３年度から臨時財政対策債

の制度は始まっておりますけれども、臨時

財政対策債の元利償還金については、交付

税の基準財政需要額に算入されてはいま

すけれども、実際の元利償還金以上に地方

交付税が交付された年というのが、平成１

３年度以降、平成１５年、それから平成２

６年とわずか２か年のみとなっておりま

す。それ以外の年度については、実際に臨

時財政対策債の元利償還金のほうが交付

税より上回っていたということで、持ち出

しがあった年がほぼほぼございます。 

 そういったことも踏まえますと、やはり

臨時財政対策債については、あくまでも赤

字地方債であるということを十分に勘案

いたしまして、建設事業債の発行よりも数

段慎重にあるべきであると考えておりま

す。 

 今年度の発行につきましても、今後、収

支を適切に見込みまして、基金の取り崩し

の状況等も踏まえて、慎重に検討していき

たいと思っておりますが、なるべく発行し

ない方向でやっていきたいと思っており

ます。 

 続きまして、質問番号４番の令和２年度

の一般会計の件についてお答えいたしま

す。 

 委員からも戦略的な予算ということで

一定の評価をいただいておるのかなと感
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じているところでございますけれども、令

和２年度の予算、例年の予算と大きく変わ

った点としては、やはり代表質問の答弁等

でもございましたが、将来を見据えた取り

組みが例年以上に予算化されていると。行

政経営戦略の策定の費用でありますとか、

鳥飼まちづくりグランドデザインの策定、

それからシティプロモーションの取り組

みが本格化していくというようなところ

で、今の課題の解決に要する予算に加えて、

将来の摂津市を見据えて、今、打つべきこ

とを考えていくという予算が計上されて

いることがやはり大きな特徴であると考

えておりまして、委員からもそういった点

を評価していただいているものというふ

うに考えております。 

 続きまして、５番目の森林環境譲与税に

ついてお答えいたします。 

 森林環境譲与税は国税である森林環境

税をもとに各都道府県、市町村に譲与され

るものとなっております。森林環境税は国

税ではございますけれども、市町村の個人

均等割と合わせて賦課徴収するというこ

とになっております。 

 徴収の時期につきましては、委員もおっ

しゃっていただいてますとおり、令和６年

度からとなっておりますが、令和５年度ま

では東日本震災復興特別税として１，００

０円が今も徴収されておりますけれども、

これが令和５年度で終わり、令和６年度か

ら森林環境税が一人当たり１，０００円課

税されるということになっております。一

旦、市町村のほうで課税徴収し、それを都

道府県を通じて国の譲与税特別会計に払

い込み、その後、また各都道府県、市町村

に一定の案分の方法で譲与されるという

ことになっております。 

 続きまして、６番目の地方消費税交付金、

それから全世帯型の社会保障についてお

答えいたします。 

 地方消費税交付金につきましては、委員

がおっしゃっていただいてますとおり、令

和２年度から増収の効果が本市の予算に

も反映されている状況でございます。それ

を原資に新たに社会保障の強化というこ

とで、全世帯型の社会保障、これまで高齢

者を中心とした社会保障から、子育て世代、

子ども、そういったところの全世代に係る

社会保障が強化されているような状況で

ございます。 

 内容といたしましては、これも委員から

もご紹介いただきましたが、幼児教育・保

育の無償化、それから高齢者向けには介護

保険料の軽減等の充実策が行われており

ます。 

 ただし、今回の消費税、それから地方消

費税の増収については、そういった社会保

障の充実強化に加えて、既存の社会保障の

財源とすることということも上がってお

ります。本市においても、これまでさまざ

まな社会保障、一般財源を投入して実施し

てきておりますので、そういった既存の社

会保障に加えて、今回の社会保障の充実、

そういった財源として地方消費税交付金

については活用してまいりたいと考えて

おります。 

 また、今回、全世代型の社会保障の充実

については、広く国民に負担していただく

ということで、消費税の増収につながって

おりますが、国においても、そういった支

え手の広がりが今後とも必要ということ

で、高齢者の働く環境の充実でありますと

か、女性も働きやすい環境づくり、そうい

ったところも今後の課題になっていると

いうふうな報道等もございます。 

 本市においても、今年度、高齢者の生き
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がいづくりを中心とした取り組みではあ

りますけれども、高齢者の働きやすい環境

づくりにもつながる施策が担当課で実施

されております。そういったところもきち

んと実施していただき、今後の地方消費税

交付金の増収にもつなげてまいりたいと

考えているところでございます。 

 以上です。 

○野口博委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 それでは、情報政策

課に係りますＲＰＡの検証結果、また、検

討された中身についてのお問いにお答え

いたします。 

 本年度にＲＰＡ導入検討会議を立ち上

げました。その中で、各課へＲＰＡ導入に

関する意向調査を実施いたしました。その

中から、ＲＰＡ処理により作業時間の削減

が大きく見込まれる業務や、ＲＰＡを導入

しやすい業務を選定し、８業務におきまし

て検証を行いました。 

 実証実験を行いました結果、市民税課の

給与支払報告書単票エラー自動修正等３

業務、国保年金課におきましては、７５歳

到達資格喪失処理や資格情報照会リスト

等の４業務、子ども教育課の保育所・園の

支払業務の合計８業務におきまして、年間

約５１４時間の削減効果が見込まれるこ

とがわかりました。 

 また、この実証実験を行ったことにより

まして、現在の業務フローを見直す契機と

なり、業務時間の短縮につなげることがで

きたといったような効果も出てきたとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、８番目の藤

浦委員のご質問にお答えさせていただき

ます。 

 運転免許証自主返納につきまして、人生

１００年ドライブ事業についてのご質問

でございますが、本事業におきましては、

平成２６年４月から開始しております高

齢者運転免許証自主返納者支援事業の新

たなサービスであります。 

 対象者につきましては、平成２６年４月

１日以降の自主返納者が対象者となって

おります。 

 自主返納につきましては、摂津警察署及

び警察署管内で自主返納の申請をされま

すので、その数字まではこちらで把握はし

ておりませんが、本市事業におきましての

反射材つきジャンパー支給の申し込みに

来られた数で申しますと、現時点で約１，

１４０名ほどの方々が申し込みに来られ

ております。年平均２００名前後というよ

うな形で、その方々が全て対象となってき

ます。 

 提供する自転車の台数につきましては、

駅前での放置自転車の撤去台数は年々減

少しておりまして、ここ数年では２００台

前後を毎年処分しております。そのような

ことから、２００台前後ぐらいが提供する

台数になろうかなと思います。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、９番目の

ご質問の地籍調査の令和２年度の実施箇

所についてお答えいたします。 

 本市では、平成１８年度から地籍調査と

して官民境界等の先行調査を実施してお

りますが、地籍調査により道路との境界が

明確になり、また、確定した境界点は座標

管理されますので、万が一、地震等の災害

が発生した場合にも、早期に境界を復元し、

道路を復旧することが可能となるもので、

継続して実施してまいりました。 
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 平成３０年度、令和元年度の２か年で正

雀本町２丁目の地籍調査が完了いたしま

したことから、令和２年度は新在家２丁目

の一部で約０．０５平方キロメートルを予

定しているものでございます。 

 続きまして、１０番目のご質問の狭隘道

路整備事業におけるこれまでの助成実績

と新たな制度の仕組みについてお答えい

たします。 

 現在の助成制度は平成２０年度より実

施しておりますが、その内容といたしまし

ては、個人の居宅の建築の際に後退整備が

発生する場合に、その後退費用の助成を行

っております。 

 近年の実績といたしましては、平成２７

年度に１０件という実績がございました

が、平成２８年度以降は、平成２８年度で

は３件、平成２９年度が２件、平成３０年

度が３件となっております。 

 また、助成の額につきましても、当初予

算１，０００万円を計上しておりますが、

その中で２００万円程度という実績にな

っております。 

 また、新たな制度の仕組みについてでご

ざいますが、委員がご指摘のとおり、都市

計画法第２９条の開発行為では、開発地に

至るまでの道路の幅員が４メートルに満

たないために開発が制限されているよう

なエリアがございます。令和２年度はこの

ようなエリアにおいて開発の妨げとなっ

ている狭隘道路の把握を行い、開発の促進

に供する整備路線の選定をいたします。そ

して、この路線において開発者が拡幅整備

を行う場合、前面道路以外の箇所であって

も整備を支援できるような制度の検討を

行ってまいるものでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 宮城課長。 

○宮城水みどり課長 それでは、藤浦議員

の１１番目のご質問、水位計と定点カメラ

の設置経緯と設置場所及び監視体制につ

いてお答えいたします。 

 安威川以南における公共下水道の雨水

整備率は３割程度にとどまっており、整備

が完了するまでの間は水路を雨水対策の

補完施設として利用する必要があります。 

 近年、降雨も激甚化し、市内水路の排水

流下先にある番田水門の閉門による内水

の影響が大きい中、今後の水路施設をどの

ようにして維持していくかが課題となっ

ております。 

 各排水ポンプ施設などの稼働について

は明確な水位設定がなく、一部職員の経験

や知識により判断を委ねて水防活動を実

施しております。 

 また、夜間ともなれば、目視による水位

の判断が難しく、大雨や台風時においては、

職員が危険な状況にあっても、現場に常駐

し、水位を監視しなければならず、身体的、

精神的負担は大きくなっております。 

 水位計並びに定点カメラを設置するこ

とで、水位の変状をいち早く察知し、水路

内の状況を画像で確認しながら水防体制

を整えることが可能となり、また、水防活

動に携わる職員の活動の負担を軽減させ

ることができます。 

 なお、設置箇所といたしましては、大雨

時の水路排水先である大阪府の下水道流

域幹線に設けられている取水口などに水

位計を令和２年度は５か所設置し、水位や

流水の阻害となることが多い排水機場周

辺の状況を確認するため、淀川からの取水

口や味生排水機場など５か所に定点カメ

ラを設置するものです。定点カメラの映像

はパソコンの画面で見られるように考え

ております。 
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 以上です。 

○野口博委員長 寺田課長。 

○寺田建築課長 それでは、藤浦委員の１

２番目の耐震改修補助金についてのお問

いにお答えいたします。 

 耐震改修補助金につきましては、昨日も

当委員会での議論がございましたとおり、

耐震化促進の１つの要素といたしまして、

所有者の耐震補強の工事に関しまして、そ

の費用の一部を補助する制度でございま

す。こちらにつきましては、木造住宅の耐

震改修費用のうち設計費用、それから改修

工事の費用にそれぞれ補助する制度でご

ざいます。 

 耐震改修補助金における令和２年度当

初予算の件数見込みにつきましては、補強

設計６件、改修工事６件を見込んでおりま

す。 

○野口博委員長 宮城課長。 

○宮城水みどり課長 それでは、引き続き、

藤浦委員さんの１３番目の問いでありま

す摂津市緑の基本計画の改定についての

考えを聞かせてほしいことについてのご

質問にお答えします。 

 緑の基本計画は公的な緑だけではなく、

市民や企業の緑化活動など、緑地の保全や

担い手づくりとして緑化意識の向上、普及

啓発など、緑全般に関する幅広い総合的な

計画であり、委員もおっしゃいました平成

２６年３月に作成されております。 

 その作成以来、５年以上経過しておりま

すが、その中で委員より質問のありました

中間年次の問いでございますが、これは基

本計画の中に計画期間が定めておられま

して、その中に中間年次と書かれており、

この中間年次とは計画を振り返る時期を

示しております。その時期が令和２年度に

計画性を見直すという時期になっており

ます。 

 次の進行管理に基づく３年ごとの見直

しをしていくのかという問いですが、この

内容につきましても、基本計画の施策の進

行管理では３年ごとに市民、事業所の意見、

評価が反省される計画に改善するとあり

ますが、日々より緑化推進連絡会の会員の

方々や美化ボランティアの方々、沿線事業

者などから公園の現状の課題や活用方法

などさまざまな意見を頂戴しております。

それらの意見を皆さんと共有し、改善に向

けた見直しに取り組んでいるところでご

ざいます。 

 今後の改定につきましては、まずは計画

の進捗状況を確認し、改定が必要であるか

どうか見きわめてまいりたいと考えてお

ります。 

○野口博委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、１４点目のご

質問にお答えいたします。 

 避難所への鍵ボックスに関しまして、

小・中学校以外の避難所についての体制で

ございますが、まず、コミュニティプラザ

につきましては、２４時間有人管理をされ

ておられますので、夜間に大震災に見舞わ

れた際でも、すぐに鍵をあけることができ

ます。 

 そのほかの公民館や別府コミュニティ

センターなど、その他の施設は夜間は無人

でございますので、避難所担当の各責任者

に鍵を預けております。 

 また、小・中学校以外の避難所施設への

鍵ボックスの設置についての議論という

ことでございますが、まず小・中学校に導

入いたしまして、その検証等を踏まえまし

て広げていきたいと考えております。 

 続きまして、避難所運営マニュアルにつ

いてでございます。 
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 この避難所運営マニュアル、現在使って

いるものは平成２１年にリリースされた

ものでございまして、内容的には、全避難

所に共通した開設、運営、管理など、全般

的な普遍的なところのルールを記載して

おります。 

 ただ、避難所も小・中学校、コミュニテ

ィプラザ、公民館など、避難所ごとに施設

のタイプがばらばらでございますし、また、

備蓄倉庫の位置などもいろいろさまざま

でございます。また、長期間の避難所運営

になりましたら、地域の皆さんの運営の支

援、これは必ず不可欠になってまいります

ので、避難所の施設ごとに地域の皆さんと

ともに今のマニュアルを若干手を入れま

して、万一の際には、避難所現場で使いや

すい、シンプルでわかりやすい手引書のよ

うな見やすいものに改良できればと考え

ております。 

 そのあたりで地域防災計画との整合性

ということなんですけれども、今のマニュ

アルは地域防災計画に定めております六

つの要件を全て記載しておるものですの

で、これはこれで普遍的なもので残してま

いります。現状の避難所運営マニュアルの

下に位置づける手引書というような形で、

各避難所ごとの特性に応じた、わかりやす

い、シンプルで、ページ数も若干少なく読

みやすいものをつくっていければと考え

ております。 

 続きまして、防災士の資格取得費用の補

助に関して、令和２年度はどうなんだとい

うお問いなんですけれども、この資格取得

費用の補助として９６万円を計上してお

ります。まず、我々としてはこの制度を利

用いただいて、多くの方に防災士の資格を

取得いただきたい、こういうふうに願って

おります。そこで、令和２年度も引き続き、

まずはこの制度を知っていただく、まずこ

れが大切だと考えております。 

 具体的には、市のホームページや各公共

施設のほうに案内であったり、それらを並

べることは当然なんですけれども、日本防

災士機構であったり、防災士研修センター、

このあたりのホームページとタイアップ

いたしまして、補助を実施している自治体

ということで摂津市の名前を上げていた

だいております。また、出前講座であった

り、各自主防災訓練でもこの資格取得費用

の補助制度がありますよということで、チ

ラシを使いましてＰＲを引き続き行う予

定でございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、藤浦委員の

１７番目の質問にお答えさせていただき

ます。 

 千里丘交差点の千里丘ガード行きの車

両規制及び香露園１号線の規制につきま

してでございますが、道路交通課としまし

ても、市幹線道路へ誘導すべきものとの考

えから、摂津警察署のほうへは要望し、働

きかけておるところでございます。 

 また、現在、事業を進めております千里

丘三島線の東側道路改良事業で、千里丘駅

南交差点付近の道路用地が確保でき次第、

一部道路の供用を開始し、歩行者の安全を

図るような措置を考えております。 

 ただ、摂津警察署のほうからは、それぞ

れの道路について歩行者の安全確保や、あ

るいは既存の周辺の規制、そういった状況

を鑑み、状況によって判断してまいると伺

っております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 それでは最初に、一番最
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後に答えていただいた分からちょっと意

見だけ述べさせていただきたいと思いま

す。 

 これは地元住民からも強い要望があり

ますので、どうか粘り強く、また、しっか

りと協議をしていただいて、一日も早く実

現できるようにお願いしておきたいと思

います。要望としておきます。 

 それでは、１番目からいきます。 

 まず、１番目の補正予算の１億円と１．

５億円の補正についてでございます。景気

が予測しているよりもよくなったという

ことでございます。それから人口も少しふ

えたというのもあると思いますけど、本来

は１％以内ぐらいの誤差が一番望ましい

ということですけども、ふえたので、これ

はよしとしますけども、減った場合はもっ

ともっと指摘しないとあきませんが、これ

からも見立てをしっかりと行っていただ

きたいと思います。 

 特に、近年、このところ新型コロナウイ

ルスについて、ＷＨＯもいよいよパンデミ

ック状態になったと報道がありましたし、

きょうはいよいよ日本においても緊急事

態宣言が出せる法案が通るようでござい

ますので、今後、どうなるかわかりません。 

 そういう中で、ニューヨークを中心とし

て株価が記録的急落と言われてますけど

も、マスコミもいいかげんなもんでござい

まして、リーマンショック以上の景気不況

だとか、大げさに世界恐慌になるかもしれ

ないなんてことを言っておりましたけど

も、これは現在の時点ですけど、どうなる

かわかりませんが、とにかくいろんな不安

要素がたくさんあります。 

 それから、きょうの朝２時何分でしたか、

石川県でちょっと大き目の地震がありま

したけど、南海トラフによるひずみもだん

だんだんだん迫ってきているなと、こうい

う状況でありますし、この冬も実は異常気

象と言われました。平均気温が２度ほど高

いそうですね。冬は冬で異常気象ですから、

夏の洪水も本当にあるかもわからないと、

こういう状況ですので、よくないことばか

りが目立ちますが、とにかく今後もしっか

り情報のアンテナを張っていただいて、適

切な見通しをお願いしておきたいと思い

ます。これは要望といたします。 

 次に、補正予算第４号の不動産売払収入

については、わかりました、旧別府公民館

ということで。これがまた３，６００万円

が今度新年度予算にもついてますから、ま

た新年度、目指されるんだろうと理解した

いと思います。これは適切にまた進めてい

ただくということでお願いしておきたい

と思います。要望です。 

 次に、３番目です。補正予算第４号につ

いて、恐らく臨時財政対策債は発行しない

ような方向になるだろうということであ

りました。先ほどの答弁の中で、中期財政

見通しで３億８，９００万円見てますとい

うことですけど、中期財政見通しが令和２

年度の予算のために出した分では確かに

そうですね。ところが、１年前の令和元年

度の予算のために出していただいた中期

財政見通しですと、１２億５，４００万円

の赤字となっているんですよ。毎年訂正さ

れているんですね。中期財政見通しですけ

ど、毎年、予算を組む時期になると大きく

訂正がされていっているというのが近年

の状況でありまして、私たちもそれを見て、

実際のところはあと１５億円ぐらい減る

から、また来年になったら下がっていくや

ろと、こういう見方をしてるんですよ。２

年、３年先なんか全然変わってしまうので、

令和２年度で出してもらった分では、来年
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は確かに少なく見積もってありますが、再

来年から４年連続で２０億円以上不足す

るとなってますね。ところが、来年になる

とまた訂正されると思うんですよ。だから

これでええのかなということをいろんな

方が言ってらっしゃいますけど、もう少し、

せめて５億円以内の乖離に抑えるべきで

なのではないかと私は思うわけですけど

も、ただし、中期財政見通しにはこれから

必要なものをできるだけ盛り込んでいた

だいているということについては、昔は入

ってないのもあったりしましたけども、大

分その辺の努力もいただいているのと、そ

れから、今後それぞれの個別の計画ができ

上ってくると、全体では千何億不足すると

言われていますけども、歳出のところはも

うちょっと正確に上がってくると思いま

すけど、これが乗せられてきますよね。だ

から、実際にどのぐらいになるのかという

のもありますけども、できるだけ精度を上

げていくべきではないのかと私は思って

いるわけですけども、どう考えているのか、

一度、財政担当の方のご意見を、これはし

ゃあないのやということなのか、３年、４

年先まで、もうちょっと見通せるものなの

かどうか、何回も言いますけど、確かに１

年ごとに、決算額が確定すると、当然そこ

は正確な数値が入ります。するとその翌年

以降の数値が直されるんですけど、そうい

うことが続いているわけですが、一度、お

考えを言っていただきたいと思います。 

 あと、令和２年度の財政のことについて

はわかりました。これは先ほどの見通しと

同じになりますけど、これからいろんな課

題が出てきます。それをしっかり視野に入

れて今後も財政運営をお願いするととも

に、この戦略的な予算、戦略的に執行をお

願いしておきたいと思います。これはこれ

で終わります。 

 森林環境譲与税、森林環境税が課税をさ

れてくる、令和６年からということで、こ

れは国税ということですけど、東日本震災

復興特別税がそのまま移行していくんだ

という話でしたけども、摂津市は山も森も

森林もありませんので、当然もらう分は少

ないですね、とられる分は多いけど、当然

そうなりますね。そういう中ですけども、

有効にしっかり使っていくとともに、やっ

ぱりどこかで市民にも周知をしとかんと

あかんと思うんですね。そういうことも含

めて、令和６年までにしっかり市民に対す

る説明も含めてよろしくお願いしておき

たいと思います。これは要望です。 

 ６番目、地方消費税交付金についてです

けども、これも先ほどと同じようなことに

なりますが、今後、しっかり見通しを立て

てやっていただきたいということで、要望

としておきます。 

 次、７番目の情報化推進事業です。今回、

庁内のそういう検討会議で８事業にされ

たということですけども、例えば自主研究

グループの研究発表によりますと、もう少

しいろんなものの研究をされています。例

えば道路管理課の道路瑕疵の例を挙げて、

やっている市があるんですかね。スマホ等

で映像を撮って、そしてそれをＡＩに分析

をさせて、補修必要箇所を割り出していく

みたいなこともここの中には載っていま

すが、それはでもこの研究グループの資料

でいくと、実用可能なようなことが書いて

ありますけども、そういうことをちょっと

聞きたかったんですけど、もう少し幅を広

げて、こういうことも検討したけど、今回

は見送ったとかということがあったら聞

きたかったんです。あったら言ってくださ

い。 
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 それから、ＲＰＡの導入は費用的には非

常に安価であると。ただし、単純作業に向

いているということなんですけども、将来

はＡＩの導入になっていくんだろうと思

うんですけど、ＡＩ導入について、報告書

を見てますと、議会議事録をＡＩでもって

議事録起こしをしてるのは結構多いです

ね。１６件載ってましたね。そういうのを

考えると、理事者だけではなくて、議会も

ＡＩの導入をやっぱり考えていかなあか

んなと私はちょっと個人的には思いまし

たけども、将来、ＡＩを導入することにつ

いてどのような展望をされているのか。ま

た、その課題ですね、どういう課題がある

のか。この研究報告書では、業務のブラッ

クボックス化というのが懸念されている

と載ってましたが、そういったことも含め

てどんな課題があるのかということにつ

いてご答弁ください。 

 次に、８番目の運転免許証自主返納につ

いてですけども、今、２００台ぐらい、毎

年、処分してますよと。初年度は２００台

前後を想定しているということは、全部譲

渡するということになりますよね。結構中

には壊れているやつもあると思うんです

けども、なかなか難しいかなと思ったりは

するんですが、そうすると、一方で、予算

書には鉄くず処分金というのがあります

ね。これは２０万円を予算では計上してい

ます。平成３０年度決算のときでは、１５

万円の予算で実際には４０万円でしたね。

入札になっているんだろうと思うんです

けど、例えば令和２年度は全部出てしまっ

た、ありませんよ、１個も。１個もないで

すけど、通常、どんな形で値段を、入札の

方法とか決めてられるのかをご答弁をお

願いしたいと思います。 

 それから９番目、都市再生地籍調査につ

いて、今年度は０．０５平方キロメートル、

新在家の一部を予定しているということ

で、平成３１年４月の段階では、摂津市は

２３％、これは国のほうに報告されている

数字です。２３％終わってるということで

すね。令和元年度の分を加えると２３．

５％ですかね、少ないですね。遅々として

進んでいっているという感じになります

けど、今後とも計画的に、予算配分がある

でしょうから、それをしっかり使って進め

ていただきたいと思います。茨木市は６

１％と比較的進んでいますけども、これは

物すごくばらつきがありますね。大阪市な

んかは全然ですが、ほとんどできてないと

いうことですけど、そんなんでしっかり進

めてください。お願いしておきます。 

 １０番目、狭隘道路の整備事業について

でございます。従来やっている道路の拡幅

についての補助については、今後ともしっ

かりお願いしたいと思います。これは何回

も取り上げてきて、水も漏らさぬ対応をお

願いしますと何度も言ってきました。道路

を４メートル８０に広げていくには、画期

的な取り組みだと私も思います。三つのパ

ターンがあって、実際に土地を移管をせな

あきませんね。譲渡せなあかんので、その

場合は整備費の１００％、また、移管はで

きないけど、無償承諾をすると５０％出し

ますよと。それからもう一つは、そこまで

はできへんけど、そやけど形だけはちゃん

とやって、自主的に管理をしますと。その

ときは敷地面積に加えることができるん

ですね。どうしても狭い敷地で建蔽容積を

稼ぎたいというときは、移管をしてしまう

と、その分、敷地面積が減りますから、な

かなかそれはできないという方もいらっ

しゃるけれども、何とか形だけはきちっと

してくださいと。これは頑張っていると前
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から聞いてますから、それは引き続きしっ

かり頑張っていただきたいと思います。せ

めて中心から２メートル４０センチ下が

って、Ｌ型側溝で整備ができるという形に

はしていただきたいなと、これは要望とし

ておきたいと思います。 

 ところで、新しくつくるほうの制度です

けど、今年度、あらかじめそういう拡幅す

る路線を決めるんだということで、じゃあ

どうやって整備をするかというのが非常

に難しいと思うんです。摂津市がするんで

すか。摂津市がするのではないですよね。

開発する業者がするんですか。だから、例

えば開発する業者が開発しようと。それか

らずっと先、４メートルの道路で、幹線道

路までの間にここが狭いというところが

出てきたと。ここを拡幅すれば開発ができ

るというところができて、それで初めて業

者がそこの狭いところの所有者と協議を

して、費用を出しますから整備させてくだ

さいという話になるんですかね。そのとき

は、その土地はどうなるんですか。譲渡で

すか。それやったら、まずその土地の持ち

主は了解はしないですよね、せめて買って

もらわないと。私がもし土地の所有者だっ

たら、せめて買ってくれへんかったら無理

やと言うと思います。この辺の実効性のあ

る計画をつくるのは非常に難しい。いい取

り組みやと思うんですよ。すごいいい発想

やし、いい取り組みだと思うんですが、実

効性のある計画をつくるのは難しいなと

いうのはちょっと実感しているところで

す。でも、もしそれがちゃんとできていっ

て、いい計画ができていって、どんどん開

発が進んでいけるようなことができれば、

これは理想的だと思うんですけども、そこ

のところが本当にうまくつくっていかな

いと難しいかなと思います。これから検討

ということですので、これはこれ以上、聞

かないことにしておきたいと思います。 

 それからもう一つ、道路のことで問題を

言いますと、前から私も、狭隘道路という

中に５号道路というのがあるんですね。今

は建築基準法第４２条の第２項と書かれ

ている道路ですね。これは昔から家が建ち

並んでいる道路で、昔からある道路、２メ

ートル以上あって、４メートル未満でも道

路ということになってます。これは中心後

退で下がらないといけないのが、狭隘道路

の対象はこの道路ですね。ところが、同法

第４２条第１項第５号、いわゆる５号道路

といいまして、これは道路法にはよらない

んですけど、大阪府が許可するんです。こ

れで道路でいいですよと。こういう形でや

ったらええよといって許可する道路があ

ります。昔は４メートルないのもあるんで

すね。４メートル足らん道路でも許可して

ます。最近は、聞きますと、市の建設基準

があって、４メートル８０センチしか認め

ないので、４メートル８０センチ、両側に

Ｌ型側溝がついた、この道路でないと位置

指定になりませんということなので、位置

指定はほとんどないと。ほとんどは帰属を

受けてますということです。 

 ところが、昔につくられた道路について

は、４メートルを切っている細い道路もあ

ります。それが集中しているんです。例え

ば千里丘東４丁目、５丁目あたり、至ると

ころこの５号道路があるんです。それから

香露園、ここにもたくさんあります。また、

千里丘のほうにもある。要するに古く開発

されたところは、そういう形態で開発をさ

れているということで、私はこの道路がど

うなっていっているかというと、今、摂津

市は管理できませんと。それは市の道路で

はありませんから、個人でしてください。
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さすがに穴があいたら、穴だけ埋めますと、

穴は埋めてくれますけど、あとはほったら

かしになってます。なので、どんどん老朽

化をして、表面もごつごつになって、しか

し、住んでいる人がどんどん高齢化して、

足をつまずいてこけるんですと言われて

も、これは市の管轄ではありませんので、

できませんと、こういうことがずっと起き

ている道路がありまして、他市ではいろい

ろ取り組みをやっているところがありま

す。堺市とか、八尾市とか、寝屋川市とか、

守口市とか、吹田市なんかも、補助金を出

して、そして補修をするための補助金を出

している。そうすることによって、市が引

き揚げる、市の道路にしてしまうというと

ころもあります。豊中市なんかはそういう

ことで、どんどん市の道路にしていってい

るんですね。この５号道路というのは個人

が持ってはるんです。それぞれ土地の持ち

主がいてるので、この道路を私は何とかし

ないと、摂津市はこれから本当によくなら

ないと思ってるんですけども、この狭隘道

路の考え方の中に、この５号道路も含めて

いただいて、一遍、考えていただいて、開

発ができるようなまちに、例えば５号道路

は５０年ぐらいしたら全部家が建ちかわ

っていくんですね、木造が多いから。そう

すると、５０年したら、開発が進んで、ち

ゃんとした道路になるという見通しをつ

けるとか、何かそういう長期的な展望にも

立って、将来的にはよくなるということを、

ぜひ狭隘道路の考え方とあわせて一遍検

討いただきたいなということを考えてい

るんですけども、ちょっと考えをお聞かせ

いただきたいと思います、これについて。 

 それから、排水路ポンプの管理事業につ

いてです。先ほど内水の洪水、今までも何

度も起こしてます。番田川から水が逆流し

て被害を起こしたいうこともありますし、

そういう意味で、定点カメラと、それから

水位計をつけるということで、これはしっ

かりと体制をつくっていただいて、いざと

いうときに備えられるように監視体制を

強化していただくようにお願いしておき

たいと思います。この取り組みはこれで終

わりですか。さらに今後展開していくこと

があるんですか。そのことについてちょっ

と教えてください。 

 それから、１２番目の震災対策、これは

耐震化の話で、来年は６件、設計と工事を

見込んでいるということでした。これも計

画がありましたね。摂津市住宅建築物耐震

改修促進計画という計画がありまして、こ

の計画に基づいて進めていくということ

で、住宅のほうは３７年が目標値になって

ますが、共同住宅とかたくさんの人が、不

特定多数の人が利用するそういう建物に

ついては、令和２年度が目標年ですね。９

５％まで引き上げるということになって

ます。来年度で達成させるということにな

っていますが、推計で結構ですけども、ど

んなもんですか。令和２年度でやるぞと、

決意でもいいですけど、現状と、最後の年

になりましたけど、どういう状況になって

いるのかご答弁ください。 

 それから１３番目、公園維持管理事業で

す。先ほど計画の見直しをするとおっしゃ

いましたので、大変いい計画だと私も思っ

てます。策定したときも、所管の委員会に

私もおりまして、いろいろ意見を言った思

いがよみがえってくるんですけど、協働を

もとにして大変いい計画だなと思ってま

す。なので、ぜひ達成を目指して頑張って

いただきたいと思うんですね。あと半分で

すね。まだ５年ありますから、しっかり頑

張っていただきたいと思います。 
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 その中で、特にいいなと、これは実際実

現してほしいなと思うことをちょっと述

べます。これはこの中に書いてあるんです

けども、まず１番目、摂津らしい緑の写真

展を開催します。２番目に表彰制度を設計

します。３番目に摂津らしい緑を紹介する

パンフレットをつくります。４番目に花壇

支援制度を設計します。５番目には、特に

これは私が大事だなと思っておるんです

けど、既存公園、緑地の市民参加型の管理

運営についてです。これは市民にとって最

も身近な公園について愛着を持って利用

し、将来にわたり育めるよう、再生に向け

てワークショップを開催します。社会要請

や市民の多様なニーズに応えられるよう、

優先順位を定めて市内１０か所を目標に

公園ワークショップを開催します。このよ

うに明確な数字もあらわれています。これ

は非常にいい取り組みなんで、いいことが

書いてあると思うので、ぜひとも実現して

いただきたい、あと５年でと思ってるんで

す。なので、令和２年度として、なかなか

具体的な動きが今まで見えなかったんで、

ちょっと令和２年度はこんな動きします

よというのを教えていただきたいと思い

ます。 

 次に、消防対策事業です。先ほど避難所

運営マニュアルについての話をいただき

ました。これはぜひ実現していただいて、

わかりやすいそういう避難所運営マニュ

アルを自主防災会ごとにつくり上げて、実

効性のあるものにしていただきたいとい

うことをお願いしておきたいと思います。 

 その上で、先ほどちょっとお答えいただ

きましたけれども、鍵ボックスについては、

小・中学校は令和２年度、それ以降にまた

検討するということですので、これもぜひ

つけていただきたいと思います。 

 そして、この鍵ボックスの話なんですけ

ども、例えば、地震災害等があって、緊急

防災推進員が３人配置されている場合、そ

の３人ともがいろいろ負傷したりして来

れないということも当然あり得ます。夜中

とか、なかなか出にくい時間帯であれば、

これは地域の方が一番早く駆けつけられ

るということは大いにあるわけですけど、

きのうの議論でもありましたけども、これ

は地域の人で開けれるようにすべきと、私

もそう思います。地域の方が開けれるよう

しておくという。開けると、次は安全確認

をせなあかんということですよね。その安

全確認も、職員の方が研修受けてはるかも

わかりませんけど、専門家ではありません。

専門家ではないので、本当にちゃんとした

点検ができるかどうか、そういうところは

やっぱり地域にも建築関係の人が専門家

の方がいっぱいいらっしゃいますから、探

せばいっぱいいらっしゃいます。そういう

方に協力してもらう体制をつくって、自主

防災会の中にそういう人を置いておくと。

これを名づけて、避難所建築物安全確認サ

ポーター、こういう名前をつけまして、ち

ゃんとそういう役目の人をつけて、これは

専門家の人やから、職員よりもより専門的

な目で見れるはずです。市内にはいっぱい

いてますよ、建築関係の人。そういう人を

またボランティアでしっかりと制度化し

とけば、その人たちもしっかり見て、専門

家の目で見て、ここはだめだ、ここは安全

だということを判断ができる。それで避難

所の開設ができると思うんですね。それで、

先ほどあった、みんなでつくった避難所運

営マニュアルに基づいて、誰が駆けつけて

も運営ができるようにしておく、これがや

っぱり大事だと思うんですね。そういう避

難所運営をぜひ目指していただきたいと
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思います。その中に当然、今、育成をして

おられます防災サポーターも入ってこら

れると思いますけども、そういうことも検

討いただきたいと思ってます。 

 もう少し気になることを申し上げます

が、避難所の中で多言語支援というのをす

ると言われています。多言語支援の中で、

よその市のつくったこんな避難所でのお

知らせカードというのがあります。これは

本当はＡ３サイズでカラーです。６か国後

で、ポルトガル語、スペイン語、英語、中

国語、ベトナム語、タガログ語、こういう

６か国語で書いてあります。食べ物を配り

ます、飲み物を配りますとか、水を配りま

すと書かれたイラストを使ったシートを

避難所に貼るんですね、言葉がわからない

人のために。それで、これは豊橋市の視聴

覚障害者協会というところがつくってる

んです。これを小牧市市役所でそれを利用

して、小牧市がつくってます。だから、多

分、摂津市でお願いしたら、使わせてもら

えると思いますので、こういうもののご検

討をいただきたいと思います。そのことに

ついてどうですかと聞いておきたいと思

います。 

 それから、次、ペットについて。ペット

はどこにも出てきません。先ほどの避難所

運営マニュアルにもペットのことは書い

てありません。でも、前々からペットのこ

とは随分問題になってます。最近、摂津市

でもペットを飼っている人は多いです。犬、

猫とかを含めて、ペットは、今、家族です

から、置いていけないんです。ペットを置

いて逃げることはできないという人がい

っぱいいます。そんなんで、ペットのこと

について、避難所とどのようにかかわって

いくかということは真剣に考えないとい

けないと思いますが、今のところ、どうい

う扱われ方になるのかです。 

 それから、３番目、地域防災計画の中に、

第２編の災害予防計画の中の第３節、これ

は新しく設けられた節ですね。他の市町村

及び防災関係機関との連携体制という新

しい項目が設けられています。ここに、他

の助けを受け入れるための受援力という

のが書いてあるんです。これは大変重要な

言葉やなと思います。この受援力、助けを

受け入れる力が弱かったら、せっかく支援

をもらっているのにもかかわらず、それを

無駄にしてしまうことになると、まさにそ

ういうことだと思うんですね。この受援力

を高める方法として、どういうことを考え

られているのかというのをちょっと教え

ていただきたいと思います。 

 それから、４番目には、この間、代表質

問でも出てました三島地域での広域避難

計画策定が始まったということですけど

も、策定時期とスケジュールがわかってい

るのであれば、教えていただきたいと思い

ます。 

 １５番目、災害対策事業についてです。

防災士の育成については、引き続きやって

いただくということで、さらにＰＲもして

いただく。ちょっと時間が足らなかったで

すね、決まってから。６月ぐらいから始め

られたので、時間が足らなかった。これは

これからまた始まるので、しっかりやって

いただきたいと思います。 

 今年度で取得されたのは、今のところわ

かっているのは６名ですか。そのうち二人

は既に防災サポーターになってられるの

で、新規では４人いらっしゃるということ

で、何か来週には防災士を取得された人を

対象に、防災サポーターに繰り上げするた

めの研修会がされるということもお聞き

をしていますが、とにかく今の制度でいく
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と、防災士を取っても、防災サポーターに

ならないと支援がもらえないということ

になっているそうでございますが、だから

防災サポーターの中で防災士を持ってい

る人もいるような、こういうつくり方をし

ていくということだそうですけども、これ

はこれからもしっかりＰＲしていただい

て、さらに多くの方が受けていただけるよ

うにお願いしたいと思います。 

 ところが問題なのは、なかなか機会が少

ないんですね。講習会に参加するのは、多

分、大阪で言ったら二、三回しかないんで

す。毎月毎月やっているようなものではな

いので、なかなか機会が少ないので、いつ

でも受けにいけるということではないん

ですね。これを市で研修会を催すことがで

きるんです。箕面市が、今年度、それをや

りました。箕面市は２００人を目標に、た

だしそのうち１００人は消防職員、それか

ら市役所の課長以上、これを７２人対象で

す。一般の市民が２８人ということで割り

振って、２００人対象でやったそうです。

当然、箕面市で養成のセミナーをやるんで

すね。これは２日間やるんですけども、中

身を見ますと、箕面市の安全政策室の方が

講義をするんですよ。それから箕面市の消

防企画室とか、結局、箕面市の人たちをう

まく使って、安くあげてあるわけです。ど

うしても他の機関から呼んでこなあかん

という部分はあるんですけど、箕面市、社

会福祉協議会とか、そういうところの人を

呼んできて、講師にして、安く仕立てて、

２００人で１２０万円の予算でやったそ

うです。実際は何ぼ通らはったか聞いてな

いんですけども、これは登録費用も含めて

ですよ、箕面市としては考え方があって、

箕面市の防災強化をするために、箕面市の

職員とか消防の職員なんかも受けてもら

ったということやそうです。これは一つ参

考にしていただいて、今、まちごと・丸ご

と防災体制ということですから、やっと防

災危機管理課ができるんですから、そうい

うことも、今後、ちょっと考えて、受援力

と同じようなところになりますが、そうい

うことも検討していただきたいと思いま

す。 

 同じような流れで、令和２年度、２年目

となります防災サポーターの育成につい

て、どのようにやっていかれるのかと。サ

ポーターの育成とあわせて、サポーターに

なられた人、この人たちのスキルアップを

やっぱり考えていかないと、頑張ってくだ

さいだけじゃ難しいと思うんですね。だか

らスキルアップも考えられているかどう

か。 

 それから、去年、防災サミットをやりま

したね。そこで片田先生が来ていただいて、

これはいいことだと、来年もやりましょう

というようなことを言われて帰られまし

たけども、その後、どう考えられているの

かご答弁をお願いします。 

 以上です。 

○野口博委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、質問番号３

番、中期財政見通しについてお答えいたし

ます。 

 中期財政見通しにつきましては、決算分

析が終わった後に、毎年、財政運営の参考

とするために中期的な見通しとして作成

し、公表しているところでございます。こ

れまでもこの中期財政見通しと、決算の数

字が乖離していることについて、さまざま

ご意見いただいていることは承知してい

るところでございます。中期財政見通し作

成する時点で、将来的に見込まれる制度改

正でありますとか、税収の動向、それから
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扶助費、主要事業の動向、そういったもの

を踏まえて作成はいたしております。そう

いったところの見通しをもう少し精度を

高めていってというご指摘であろうと感

じているところでございます。そういった

ところの精度を高めていくことは、今後と

もしていく必要はあろうかと認識してお

ります。 

 ただ、この中期財政見通しと決算の乖離

が出たことについては、一定各課が予算要

求の際にさまざまな事業の見直しであっ

たり、執行の段階でさまざまな節減努力を

していただいている、そういった結果もそ

の中にはあるのかなと感じているところ

でございます。 

 以上です。 

○野口博委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 それでは、情報政策

課に係りますご質問にお答えさせていた

だきます。 

 昨日の本委員会のほうでもご説明させ

ていただきましたが、本市におきましては、

令和２年度には基幹システムにまずＲＰ

Ａを導入する形でのスモールスタートを

考えております。委員がご指摘のとおり、

ＡＩにおきましては、先進市でさまざまな

事例がございます。 

 例えば福島県会津若松市ではＡＩを活

用し、市民からよくある問い合わせについ

て自動応答する仕組みを構築され、２４時

間３６５日での対応がなされているとい

う報告がございます。 

 本市では、今、自治体の多くが実証実験

を行っておりますＲＰＡとＡＩ－ＯＣＲ

を併用する仕組み、昨日も少しご説明させ

ていただきましたが、この事例といたしま

しては、ＩＴベンダーと６市、関東のほう

の町田市、郡山市等、６市との共同研究で

ＡＩ－ＯＣＲの正読率及び読み取り可否

の検証実験が行われております。対象調書

といたしましては、給与支払報告書、国民

健康保険療養費支給申請書の読み込みを

行い、正読率文字単位９３．３％、正読率

項目単位８８．６％という結果が得られて

いると聞いております。 

 今後、正読率が上昇するにつれ、こうい

った本格的にＡＩ－ＯＣＲの導入がふえ

ていくということが想定されております。 

 これらはほんの一例ではございますが、

本市におきましても、昨年１０月からサー

ビスを開始したＬＧＷＡＮ－ＡＳＰ版で

のＡＩ－ＯＣＲのサービスに着目してい

るところでございます。 

 今後とも、他市の動向等を注視し、研究

を続け、費用対効果が見込まれるものにつ

いては取り入れていきたいと考えており

ます。 

○野口博委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、８番目の藤

浦委員の２回目の質問にお答えさせてい

ただきます。 

 引き取り業者の決定につきましては、古

物商の資格を持った業者６者の方々から、

放置自転車の保管場所となる現地に行っ

ていただいて、その処分台数、状況、状態

を見ていただいた上で、見積もりによって、

引き取り価格の一番高い業者に決定して

おります。 

 値段の決め方についての問いでござい

ますが、これは令和２年度の歳入予算の決

め方でお答えさせていただきますと、委員

がおっしゃるように、平成３０年度の決算

で歳入が４０万９，１２５円、処分台数が

２２４台と、１台当たりが１，８２６円と、

ここ数年、引き取り価格が上昇している状

況でございます。 
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 また、令和２年度から開始するこの人生

１００年ドライブによりまして、自転車を

無償譲渡することから、比較的損傷の少な

い自転車は無償譲渡の自転車の対象とな

っていくのかなと考えております。 

 このようなことから、過去の実績と新年

度の新たな取り組みを含めて考えて、１台

当たりの引き取り価格は減少するとは思

いますが、令和２年度の歳入予算を２０万

円と設定して、確保できるものと見込んで

おります。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、藤浦委員

の２回目のご質問の１０番、位置指定道路

の考え方、取り組みについてお答えいたし

ます。 

 委員がご指摘のとおり、市内の位置指定

道路は、これまで公共下水道や都市ガス等

のインフラ整備による舗装が完了してか

ら、その舗装の更新時期も迎えている箇所

が見受けられます。舗装の助成についても、

これまでご提案、ご意見をいただいていた

ところでございます。 

 道路管理課でも他市事例を調査いたし

まして、舗装助成を行っている自治体にも

聞き取り調査を行ってまいりました。その

中で、近年はそういった道路の権利関係が

相続等により複雑化して、権利者同意がな

かなか進まない。その中で、申請者による

周辺調整等も支障を来しており、制度の活

用に議論がなされるようになっていると

聞いております。 

 また、位置指定道路の市道化につきまし

ても、そういった近隣関係がまとまらない

ことで、市が道路を引き受けて舗装すると

いう方法もままならない状況で、位置指定

道路の問題解決には難しい状況でござい

ます。 

 しかしながら、位置指定道路が地区内道

路として重要な役割をしている地域があ

ることについては十分に認識しておりま

す。令和２年度の狭隘道路の制度検討に当

たりましては、先ほどもご説明いたしまし

たように、エリアごとに助成対象となる整

備路線を選定することになりますけれど

も、位置指定道路が主要な軸となる地域に

おきましては、位置指定道路を整備路線と

して位置づけ、市道化することも検討の一

つであるかと思われます。 

 これらのことを踏まえまして、整備路線

の選定に当たりましては、エリア全体によ

り多くの効果が生まれる路線を検討して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 宮城課長。 

○宮城水みどり課長 それでは、藤浦委員

の１１番目の２回目のご質問、水位計及び

定点カメラの今後の展開についてどのよ

うに考えているかについてお答えいたし

ます。 

 今後の展開といたしましては、水位計は

令和２年度より５年間で２３か所の設置

を予定しており、各設置箇所で水位変動の

データを蓄積し、そのデータを分析、検証

することで、明確な数値に基づいた水防施

設の稼働や状況判断が水防活動に携わる

職員の誰もが可能となるようなマニュア

ルを策定してまいります。 

 次に、定点カメラはまずは５か所で運用

を開始し、職員のみ画面を見られるように

いたしますが、水位計との連動などを検証

し、その結果を踏まえながら増設も検討し

てまいります。 

 以上です。 

○野口博委員長 寺田課長。 
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○寺田建築課長 それでは、藤浦委員の１

２番目の２回目の質問にお答えいたしま

す。 

 耐震改修促進計画におきまして、民間住

宅に関しましては令和７年度までに９

５％ということでなっておるんですけど

も、多数のものが利用する建築物、特に民

間の建築物につきましては、令和２年度で

９５％ということの内容でのお問いであ

ったかと思います。 

 こちらにつきましては、民間の多数のも

のが利用する建築物等と申しますのが、一

定規模以上の階数であったり床面積を持

っておる建築物でございまして、学校、病

院、診療所、それから物販店、それから老

人ホーム、工場であったり、あと共同住宅

がございます。そちらにつきまして、耐震

改修促進法という法律がございますが、こ

のような一定規模の面積を有する建築物

に関しましては、一定法の中で耐震診断義

務が発生してまいります。その中で、大阪

府に対しましてこれらの耐震診断の状況

を報告するという中で、耐震改修を所有者

の責任の中で取り組まれるという形の内

容がございます。 

 本市におきましても、このような共同住

宅であったりだとかの、当然、旧の耐震基

準になりますので、大規模修繕とあわせま

してのご相談も年に何件か出てくるよう

な状況でもございます。その中では、やは

り建築主事を摂津市は置いておらないと

いうこともございますので、特定行政庁の

大阪府のほうにご相談いただくケースも

見られるところでございますので、そのよ

うな案件については、きちんと大阪府さん

と連携した取り組みで対応させていただ

いているところでございます。 

 また、耐震改修促進計画並びに地域防災

計画でも位置づけられております緊急避

難路、沿いに建てられている建築物につき

ましては、大阪府のほうでも鋭意耐震診断

から耐震改修への要請を所有者のほうに

されているという事実もございますので、

こちらの推移を見守っていくという状況

で考えております。 

 本計画の中で示させていただいている

内容といたしましては、市内ではこれらの

建築物、４２１棟ということが平成２７年

度時点で把握はさせていただいておりま

す。そのうち、平成２７年度時点で３８４

棟が耐震化されており、この９５％を達成

いたそうといたしますと、残り１６棟以上

の耐震化が必要になってくるということ

でございますので、こちらにつきましては、

令和２年度、また大阪府とともにこの状況

の把握に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 宮城課長。 

○宮城水みどり課長 それでは、藤浦委員

の１３番目、緑の基本計画の中で、委員の

おっしゃるよいと思われる支援の取り組

み、それとワークショップについての考え

についての問いにお答えいたします。 

 基本計画の中には、委員のおっしゃる項

目が地域緑化活動の支援の充実のための

進め方の項目に書かれておりまして、これ

らの内容に沿った事業の取り組みといた

しましては、摂津らしい緑の写真展、こう

いったものにつきましては、都市計画課に

おいて、公募により市民から送られてきた

市内のまち並みや公園などの風景を都市

景観パネル展にて市役所やコミュニティ

プラザ、別府コミュニティセンターなどに

展示し、摂津市らしい公園や緑の紹介が行

われております。 
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 摂津市らしい緑を紹介するパンフレッ

トづくりでありますが、この摂津市らしい

緑を紹介する方法といたしましては、シテ

ィプロモーションの観点から、広報課と連

携し、公園や緑などを広く知っていただく

ため、ＰＲ媒体の検討を行っております。 

 次に、花壇の支援制度の設計でございま

すが、現行の花いっぱい助成制度をより多

くの方に知っていただき、活用していただ

けるような周知方法を検討してまいりま

す。 

 次に、ワークショップでございますが、

これにつきましては、計画書の中に市民の

ニーズに応える公園緑地の運営の項目の

中にありますが、過去には別府公園の再整

備を行うに当たりまして、市民の皆さんに

愛着を持って利用していただけるよう、ワ

ークショップを開催しております。 

 近年では、昨年１１月に庄屋公園で清掃

活動を行っている団体、緑化推進連絡会の

会員、地元自治会の方々が現地に集まり、

庄屋公園の清掃活動による環境維持や花

壇活動による魅力向上などの今後につい

て協議が行われました。その場に私も出席

させていただきましたが、皆さんから活発

な意見が出され、議論もなされました。今

後、市と皆さんとで協働により、よりよい

魅力ある公園になるよう協力してまいり

たいと考えております。 

 今後、緑をふやしていくために、緑化推

進連絡会やボランティア団体に緑化推進

に協力をいただきながら、また、道路や再

開発地での街路樹の植樹、民間などの開発

時による緑化の付与、このようなさまざま

な取り組みを全庁的に実施しながら、計画

を実践してまいりたいと考えております。 

○野口博委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、質問番号１４

番、幾つかございましたが、まず、多言語

支援が必要な方に対する考え方でござい

ます。 

 多言語支援が必要な主に外国人の方へ

の避難誘導であったりするところは、本市

だけではなくて、非常に多くの自治体が抱

えている共通の課題でございます。 

 この課題を受けまして、令和２年度では、

大阪府のほうで災害時多言語支援ウエブ

サイトというところと、あと専用のアプリ

を開発されると聞いております。 

 また、大阪府のほうで事業者向けに多言

語避難誘導講座というのも開催されると

聞いております。このような大阪府の取り

組みを活用しながら、多言語支援が必要な

避難者の方への対応を強化してまいりた

いと考えております。 

 それと、議員がお示しされた小牧市のイ

ラストを使ったコミュニケーション、これ

は非常に有効であると、今、感じておりま

して、早速、実物を確認してみたいと考え

ております。 

 続きまして、ペットとの避難なんですけ

れども、このペットとの避難はさまざまな

ご意見がございまして、これも多くの自治

体が対応に非常に苦慮しているところで

ございます。 

 本市におきましても、これまで出前講座

のときなどの機会を利用いたしまして、市

民の方にご意見をお伺いしたこともある

んですけれども、大きく意見は二分されて

おります。動物愛護の観点からペットとの

避難は認めるべきというご意見と、アレル

ギー面や衛生面からも、それはだめだとい

う考え方をされる方、ちょうど二分されて

おります。 

 このような状況から、現在でペットと一

緒の避難というのは結論には至っており
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ませんが、引き続き、近隣市の動向等を注

視しながら進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 続きまして、受援力を高めるということ

でございます。 

 大規模災害時には本市だけの力で復

旧・復興、これは到底不可能でございます。

警察、自衛隊、ライフライン会社、また、

ほかの自治体からの支援が当然欠かせま

せん。 

 これら受援体制を高めるための方法な

んですけれども、大きく二つございます。

まず、一つ目は、援助いただく自衛隊やラ

イフライン会社、また、防災協定を結んで

いる自治体と日ごろから連携を密にして、

顔の見える関係をしっかりと深めていく

こと。それともう一つは、災害時に実際に

支援いただきたい業務を事前に検討して

おくこと。この二つがスムーズに受援体制

を整え、高めることにつながると考えてお

ります。 

 続きまして、三島地域での広域避難計画

のスケジュール等なんですけれども、これ

は国と大阪府が事務局を務められておる

もので、去年の１１月から広域避難検討ワ

ーキンググループ準備会というのを設立

されまして、我々も一員として参加してお

りました。 

 今後の予定といたしましては、大体２か

月に一回程度、メンバー、団体等集まりま

して、危険度判定の基準であったり、避難

所の確保などの協議を進めまして、予定と

いたしましては、令和２年度末ごろに広域

避難の第１次計画をまとめる予定と伺っ

ております。 

 続きまして、質問番号１５番でございま

す。防災サポーター、防災サミットの令和

２年度の取り組みでございます。 

 まず、防災サポーターなんですけれども、

令和２年度も新たに第２期の防災サポー

ターを募集いたしまして、５月、６月ごろ

から夏にかけまして連続講座を受講いた

だく予定でございます。 

 また、既に防災サポーターとして、１期

生として令和元年度に登録された方にも、

フォローアップ研修を予定しております。

特に、令和２年度、第２期生の養成講座な

んですけれども、第１期生の皆さんにも先

輩サポーターとして一部運営に関与して

いただいたり、企画のアイデアを頂戴した

りする形で進めていきたいと思います。こ

ういう第２期生のところに先輩役として

第１期生の方も関与いただくことで、スキ

ルアップが図れるものと考えております。 

 続きまして、防災サミットなんですけれ

ども、これも令和元年と同様に、令和２年

度のほうも学校、地域、事業所の活動の成

果を発表いただきまして、この３者が連携

を深めるような催しとして、現在、企画を

練っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 それでは、３回目になり

ますので、ほぼ全て要望としていきたいと

思いますが、まず、中期財政見通し、これ

からもしっかり見通しをお願いしたいと

思います。毎年、見せていただいておりま

すし、やっぱりこれからますます大事に多

分なってくると思いますので、しっかり見

通しを立てていただいて、できるだけ精度

を高めていただいて、乖離が少なくなるよ

うな工夫をお願いしておきたいと思いま

す。要望とします。 

 それから、ＲＰＡの話です。課題につい

てちょっと問うてましたけど、ＡＩを入れ

たときの課題ですね。それからあとブラッ



- 27 - 

 

クボックス化というような言葉も出しま

したけども、そのことについて答えてもら

ってないので、それは答えてください。 

 それから、人口減少が今後だんだんさら

に進んでいきますし、さらに人員削減、コ

ストダウンを迫られる。一方では、住民サ

ービスは多様化、高度化すると。サービス

の向上を求められるようになりますね。ま

た、一方で職員の働き方改革、業務効率向

上、いろいろやらなきゃいけません。各分

野でＡＩの導入は、これはこれからの必須

だと思います。時代の流れやと思いますの

で、検証をしっかりと重ねていただきなが

ら、早い時点でＡＩをどんどん導入してい

けるように、これは要望しておきたいと思

います。 

 それから、運転免許証の自主返納、自転

車を提供されるという話ですけども、入札

方法もわかりましたけども、最初の答弁の

とおり、２００人に対して、ほとんど提供

してしまうということになるのかどうか

わかりませんが、それは費用対効果の中で、

その分が減ったとしても、その分、さらに

自主返納者がふえてくれるということと、

何よりもやっぱり話題性やね、これ、人生

１００年ドライブという名前を重視して

考えられていると思いますので、これは応

援したいと思いますので、よろしくお願い

したいと思います。要望です。 

 それから、排水ポンプの管理事業です。

４年間かけて２６か所に増設をしながら、

マニュアル化を作成していくということ

で、これは大事なところですので、やっぱ

り内水氾濫を起こさないようにするとい

うことが非常に大事なので、しっかりと取

り組んでいただいて、実効性を上げてくだ

さい。監視体制をしっかりするということ

は大事なことなので、お願いします。要望

としておきます。 

 それから、災害対策、耐震計画に基づい

て実施をされると。特に令和２年度の達成

の部分は、直接摂津市として補助金を出し

ているわけでもないですし、なかなかコン

トロールしにくい部分だと思いますので、

これは仕方ないかもわかりませんし、その

分、また今度令和２年度に向けて住宅のほ

うの推進、これは摂津市のほうでいろいろ

コントロールできている部分だと思いま

すから、進めていただきたいと思います。 

 特に、一昨年の地震と台風で、随分、ま

ちなかの建物が解体されています。これな

んかは、多分、耐震率の低い古い建物が多

いと思うんですね。それから、共同住宅も

アパートが解体で結構潰されました。これ

なんかも、先ほどの令和２年度の達成の部

分ではプラスになってるやろうと思うん

ですけど、そういう意味では、こういうこ

とをうまくこの計画に絡めながら、しっか

りと耐震計画に基づいて達成できるよう

にお願いしておきたいと思います。要望で

す。 

 １３番、公園維持管理事業です。大分い

ろんなものを引っ張ってきはりましたね。

摂津市らしい緑の写真展、これ、緑の写真

展ではなかったと思うんですけど、これな

んかは、これからもし考えるのであれば、

例えばインスタ映えという言葉がよくは

やってますけど、モルタル細工はなかなか

いいですよ。ああいうのをスマホで撮って、

インスタで送ってもらうような、市のホー

ムページ上で写真展ができるようなこと

も、これから考えてみたらどうかなと提案

しておきます。これはシティプロモーショ

ンの話題づくりにもなるから、そういうの

もやって、市民に投票してもらうというの

もいいと思います。優勝とか準優勝は、こ
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れはまた電子表彰で表彰状をメールで送

るというやり方もできます。電子表彰制度

なんかもできますから、いろいろちょっと

知恵を出してできると思うので、ぜひ何か

いろいろ考えていただきたいと思います。 

 それから、特にワークショップを１０か

所目指してやろうということで、何か所か、

今、やっているのを例を挙げられましたけ

ど、そういうのも含めて、さらにまだ５年

ありますから、しっかりまず選定せなあき

ませんね。１０か所を選定するところから

入るということですから、令和２年度でぜ

ひともしっかり選定して、戦略をつくって

やっていただきたいということを要望し

ておきたいと思います。決して追及してい

るわけではありませんので、あと５年ある

から、ぜひいいものにしましょう。以上で

す。 

 それから、防災のほうですけども、多言

語の支援については、これ以外にほかにも

いろいろあります。防災機器展みたいなと

ころに行くと、拡声器に３か国後が順番に

流れるようなものがあったり、いろんなも

のをメーカーもつくってたりしますし、い

ろんなものがありますから、そういうこと

も情報を収集しながら、しっかり考えてい

きたいなと。私が言ったのは、これは一つ

の、多分、お金かからんなと思ったから紹

介したんで、あくまで紹介ですので、お願

いしたいと思います。 

 それから、ペットの問題ですけど、これ

は悩ましい問題だと思いますが、やっぱり

喫緊の課題でもあると思うんですね。今の

ままではペットを連れては逃げれないと

いうことになりますから、だから自宅待機

みたいなことになるんです。自宅避難して

しまったりとか、車の中に避難する。そう

すると、ぐあいが悪くなって、エコノミー

症候群で多く亡くなられましたけど、そう

いうこともあり得ますので、これはぜひそ

ういう専用のところをつくらないといけ

ないかもわかりません。そこをぜひ考えて

ください。 

 それから、受援力の話です。自衛隊とか、

他の都道府県とか、提携している市とか、

そういうところの援助を受けるには、今、

言われたようなことだと思いますけども、

もう少し身近なことで、例えば支援物資が

どんどん届いてきますけど、それを無駄に

しないように、ちゃんと配っていくとか、

そういう力もなかったら、積んだまま、置

いたままになってるということが、結構、

今までも問題になってます。阪神淡路大震

災のときもそういうのがありました。私も

ちょっとボランティアで行ったことがあ

りますけども、結構積んだままになって、

手がつけられないという状況になってい

る場合もありましたし、熊本地震のときの

話も聞いたことがあります。結局、積んだ

ままで動かせなかったというようなこと

もありましたし、また、ボランティアを受

け入れる場合もあります。いろんな形でそ

ういう受援力があると思うんですけども、

ここで一つちょっと感慨深いなと思うの

は、岡山県の総社市というところの片岡市

長がいてはるんですけど、この人の考え方

がありまして、ここはプッシュ型支援とい

うのをずっと前からやってきたというこ

とで、これは被災した自治体からの要請が

あるのではないけども、自発的にどんどん

支援をしていくというやり方、ちょっと前、

はやりましたね、プッシュ型というのが。

災害は市役所の実力ですとか言ってはる

んですけども、幾ら平時によい政策を実行

したとしても、人の生死が問われたような

緊急時に力を発揮できなかったら、その実
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力はゼロ点の評価を受けるということで、

いざ災害が起こり得るときのために、日ご

ろから実力を養っておくことが大事だと。

そのために、市全体として災害支援活動の

経験を蓄積してきたということで、どんど

ん職員に被災地へ行けということを言っ

てはるんですね。総社市は、一昨年の西日

本豪雨のときに被災をされたんです。その

ときに、被災地での支援活動の経験から、

氾濫時の課題や対策の方針を持てたので、

そのことが対応に役立ったということを

言われてました。どんな防災訓練を１００

回やるよりも、被災地で運営に携わる支援

活動をし、支援、経験することがいざとい

うときに役立つということを改めて実感

した、こんなふうに言われているんですけ

れども、そんなんで、先ほどちょっと言い

ました箕面市なんかは、防災士を職員に取

らせて、経験まではいかないですけども、

取得させているような市もありますし、ま

た、おととしの大阪北部地震のときは、社

会福祉協議会が言ってはりましたけど、他

市の職員がボランティアで来てくれまし

たということで、そういうことを推奨して

いるような市もやっぱりあるんですね。そ

ういうところの経験が、いざ自分のところ

がそうなったときに力が発揮できるんだ

ということをおっしゃってましたので、そ

れは一つの示唆として、まちごと・丸ごと

防災体制を考えていく中で、そういうふう

な受援力ということについては、経験する

ことがやっぱり何よりも力になるという

ことが、私もそうやなと思いますので、こ

れはちょっと覚えておいていただきたい

なと思います。 

 それからもう一つ、ちょっとつけ加えま

すと、箕面市のことで言いますと、箕面市

はなかなかおもしろいことを考えていま

して、災害時のトイレ問題ってあるんです。

今度、新しく青少年運動広場がリニューア

ルオープンされるときに、マンホールトイ

レと、テントを置くといいますけど、男の

人やったら使用できますけど、女性はその

ようなところでしないですよ。特に若い女

性小っちゃいテントの中に入ってまで使

用したくないと思います。使用しないとい

うことは、食べない、飲まないというふう

につながっていくんですね。それがまた健

康を害することにつながるので、トイレは

大事だというふうに取り組んでいるとこ

ろがあって、これはトイレトレーラーとい

うのがあって、これを各市町村が、助けあ

いジャパンというところが進めている取

り組みで、各市町村がこのトイレトレーラ

ー、水洗トイレで４人一遍に使えるんです。

トレーラー型で牽引してきて、そのまます

ぐ使えるというやつですけど、それを各市

が持つことによって、いざ被災したら、そ

れをみんなそこへ持っていったら、十分そ

れで対応ができるというもとで進めては

るんです。箕面市が、今、クラウドファン

ディングでこれを導入しようとしていま

す。きのうの時点で７１万５，０００円、

目標は８００万円ですけど、やっていまし

たけども、こういう新しい取り組みも、こ

れはシティプロモーションではないです

けども、災害の取り組みやけども、シティ

プロモーションなんかにもつながってい

ると思うんですね。そういうことも参考に、

新しいことをどんどん情報を得ていただ

いて、いいことはどんどんまねしたらいい

と思うので、どんどんまねしていっていた

だきたいと思います。 

 ということで、いろいろ話をさせていた

だきましたけども、以上で終わります。１

個だけ聞きましたね、答弁漏れ。 
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○野口博委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 それでは、藤浦議員

のご質問にお答えいたします。 

 ＡＩの課題といたしましては、まず、ま

だ費用、こちらがかなり高額であること、

また、精度は向上していっているものの、

人のチェックが相当必要となってくるも

のとなっております。 

 また、ＡＩによる実証実験の結果で、よ

く紹介されております埼玉県さいたま市

の事例がございます。保育所の利用調整に

当たりまして、さいたま市では約８，００

０人の申請者があるものを約３００施設

に割り当てるというのを、職員が述べ１，

２５０時間かかっていたものが、わずか数

秒で終了したというような事例が報告さ

れておりますが、これを仮に本市に当ては

めた場合に、例えば保護者の面談であった

り、あと書類の提出等々、そういった個別

対応が多いため、現状では難しいといった、

そういったＡＩの課題が上げられるかと

考えられます。 

 また、ブラックボックス化というところ

ですが、ＲＰＡでありましたら、シナリオ

ですね、こちらに組み込まれた内容のもの

を自動化させることによりまして、処理が、

何が行われているかというものが目に見

えない形のものになります。だから、その

ことを指してブラックボックス化になる

という、そういった懸念があるのではない

かということが示されているものではな

いかと考えております。 

 以上です。 

○野口博委員長 以上で、藤浦委員の質問

を終わります。 

 暫時休憩いたします。 

（午後３時 ３分 休憩） 

（午後３時３２分 再開） 

○野口博委員長 再開いたします。 

 続いて、南野副委員長。 

○南野直司委員 それでは、今回は令和２

年度の予算ということで、今回も市民の皆

さんの声をしっかりと届けていくという

思いでご質問をさせていただきたいと思

いますので、どうかよろしくお願いします。 

 まず、１点目、これはちょっと要望とさ

せていただきたいと思います。補正予算の

中から、国の補助金を活用して未就学児の

移動経路の対策を打っていくんだという

ことでありました。昨日からも、本会議に

おいてもさまざまな議論がなされており

ますので、要望とさせていただきたいと思

います。 

 滋賀県の大津市で園児が事故に巻き込

まれるという本当に痛ましい事故が起こ

りました。心からお悔やみ申し上げます。 

 摂津市もさまざまな観点から園児のた

まる場所等々をご検討いただいて、対策を

打っていただいたと思います。 

 新年度は南別府鳥飼上線の中央環状線

から鳥飼方面のところにハンプを設置し

ていただくということでありました。１個

だけちょっとハンプの設置で気になって

いることがあります。一歩踏み込んだハン

プの設置については取り組みだと評価は

しておるんですけども、トラックなどがや

はりハンプの上を通過しますと、物すごい

音がするわけであります。ちょうど南別府

の鳥飼上線の中央環状線から一津屋方面

は道路沿いに住宅が密集しておりますの

で、ちょっとした段差でもすごい音がする

ということで、市民の皆様からお声を聞い

ておりました。段差がないように解消工事

もしていただいております。 

 今回、取りつけていただくところは、そ

の取りつけ地域には住宅はないところだ
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と私自身は認識しておるんですけども、今

後、そういったハンプの設置については、

近くに住宅がありましたら、市民の皆さん

に設置しますということをきっちりとご

説明した上で設置していただいたらあり

がたいなと思います。それは要望としてお

きます。 

 あとは、この通学路に関しては、園児の

たまる場所等々の交差点もありますけど

も、ちょうど、今、大阪府の道路で三島３

丁目ですけども、これ、十三高槻線のとこ

ろですね、パイプガードをちょうど交差点

に設置していただいておりますけども、こ

れは小学生、あるいは中学生が通る交差点

です。そういった形で関係機関ですね、摂

津警察、あるいは大阪府ともしっかり連携

をとっていただいて、未就学児、あるいは

小学生、あるいは中学生の通る通学路に関

しても、しっかりと今後連携をとりながら、

安全対策を進めていただきますようよろ

しくお願いいたしまして、これは要望とし

ておきますので、よろしくお願いします。 

 それから、２点目です。これは予算書の

５０ページになりますけども、寄附金につ

いてであります。 

 新たにふるさと寄附金ということで始

めていただきました。ホームページでもわ

かりやすく紹介をしていただいておるん

ですけども、一つは安全・安心、そして産

業振興、もう一つは環境・衛生、そして健

康・医療・福祉、また、まちづくり・市民

活動、教育・人づくりですか、そして、子

ども・子育て、もう一つはスポーツ・文化

振興、それから最後に市長におまかせとい

うことで、九つの事業に分けてふるさと寄

附金を募っていただいておりますけども、

新年度も含めて今回の展開になると思う

んですけども、いただいた寄附金をどのよ

うに使っていったかということもホーム

ページ上等々を使って公開をされると思

うんですけども、その観点についてお聞か

せいただきたいと思います。 

 それから、３点目です。これは予算概要

からちょっと質問させていただきたいと

思いますけども、２２ページの情報化推進

事業についてでございます。 

 昨日、そしてまた、本日もこの件につい

ては質問がありました。１点だけお聞かせ

いただきたいと思いますけども、新年度で

は摂津市地域情報化計画に改定するとと

もに、処理時間の短縮や人為的ミスの抑制

に向け、定例業務等にＲＰＡを導入してま

いりますと。いわゆる業務の効率化に向け

たＲＰＡを導入していくということで、Ａ

Ｉの話にもありましたけども、電子自治体

の推進で、やはりもう一つ大事なのは、こ

れも関連していると思うんですけども、市

民サービスの向上に関してどのように、新

年度、電子自治体の向上を図っていかれる

のか。一つは、マイナンバーカードとの連

携、あるいはマイナポータルの拡大等々、

ちょっと考えておられることをご答弁い

ただきたいと思います。 

 それから、４点目です。予算概要７８ペ

ージになります。農業水路管理事業につい

てであります。 

 これもさまざま議論がありましたけど

も、３年間かけて新たに水路台帳、あるい

は水路網図を整理していくんだというご

答弁があったと思います。何よりも下水道

事業課とのご協力が大事だという課長か

らのご答弁もあったと思います。私、その

地域で市民の方からご相談いただくのは、

水路に今も生活排水が流れているところ

があって、地域で毎年１回清掃活動をした

りしているところもあるわけです。下水道



- 32 - 

 

事業課と協力しながら、下水道につないで

いただけるよう所有者の方と粘り強く交

渉を続けていただいているところも認識

をしているわけですけども、そういったこ

ともしっかりと視野に入れていただいて、

水路というのは、やはり災害時には大切な

部分でありますので、埋めてしまうと床上

浸水となる場合もありますけども、しっか

りとその辺を視野に入れて、今後、整理を

しながら、一日も早く、早期にしっかりと

生活排水が流れないように、下水につない

でいただくように、要望としておきますの

で、どうかよろしくお願いをいたします。 

 それから、続きまして５点目です。予算

概要８４ページになりますけども、交通安

全啓発事業の中で、全国初となる人生１０

０年ドライブの取り組みについてであり

ます。 

 この取り組みに関しては高く評価をし

ているわけであります。どうかこの取り組

みを全国に発信していただきたいと思う

わけでありますけども、１点だけ、これも

ちょっと気になる部分がありますので、大

事だなと思いますのは、やはり長期間保管

された自転車は、外観では大丈夫だなとい

う判断を、僕らもそうですし、素人なんで、

すると思うんですけども、やはり希望者の

方に渡すときに、軽い使用点検、ブレーキ

はいけるのか、ワイヤーはかたくなってな

いのかという点検をしていく必要がある

んじゃないかなと思います。摂津市の市内

の中には自転車事業者もありますし、ＮＰ

Ｏとして自転車関係の障害者の方の雇用

をあわせてしているところもありますの

で、どうかそういう事業者と連携していた

だいて、お渡ししていただきたいと思いま

すけども、この点、ちょっとお聞かせいた

だきたいと思います。 

 それから、６番目です。市内には駐輪場

がたくさんありますけども、ちょっと絞ら

せていただいて、モノレール駅自転車自動

車駐車場管理事業の中の駐輪場の管理に

おいて、駐輪場の中に障害者の方がとめる

専用スペースを設けていただいておりま

す。優先コーナーといいますけども、高齢

者の方であったり、体の不自由な方は、比

較的駅に近いところにとめてくださいよ

というコーナーがありますけども、地域の

皆さんから多くのお声をいただいておる

と思うんですけども、その障害者の方に優

しい取り組みをしていただいておると思

いますけども、その観点からちょっとお聞

かせいただきたいと思います。 

 それから、七つ目です。予算概要８８ペ

ージ、橋梁長寿命化修繕事業におきまして、

これもいろいろご答弁がありましたけど

も、新年度は４０橋の法定点検、あるいは

３橋の修繕工事を実施してまいりますと

いうことであります。今年度は私の家の前

の橋等々、山田川ですけども、修繕工事を

していただいております。 

 この橋梁の中には、例えばですけども、

正雀本町から浜町へ渡る安威川歩道橋と

いうのがあります。それから、浜町から別

府のほうへ渡る別府歩道橋があります。こ

こはバイクが通ったり、例えば自転車がス

ピードを出したりして、安全対策の観点か

ら、多くのポールを設置していただいてお

りますけども、修繕計画ですけども、橋梁

の安全対策の観点からどのように取り組

んでおられるのか、ちょっとお聞かせいた

だきたいと思います。 

 それから、８番目です。８番目について

は、自転車通行空間整備事業ということで、

新たに自転車通行空間整備計画を立てて、

それに基づいて、自転車通行レーンを順次
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整備してまいりますということで、これは

総務建設常任委員協議会のほうでもご説

明ありました。やはりこの整備していく中

で、いわゆる矢羽根型面表示を道路上、車

道上に設置していくという中で、側溝ぶた

がついてないところの改修を今後してい

ただいたり、雨のときに側溝側に水がたま

っているところも多く、これは府道大阪十

三高槻線ですか、一津屋の交差点、ちょう

ど中央環状線から東側も西側もですけど

も、そういうところがありますので、しっ

かりとあわせて、新年度取り組みの中には

入ってないかもしれませんけども、そうい

った観点から、水の問題、あるいは側溝ぶ

たの問題、しっかりとあわせて取り組んで

いただくように、これは要望としておきま

すので、よろしくお願いします。 

 それから、９番目です。排水路ポンプ場

管理事業についてであります。 

 先ほども藤浦委員からご質問があって、

ご答弁があったんですけども、課長のほう

から、定点カメラについてはパソコン上で

リアルタイムで見ることができるんだと

いうことでご答弁があったと思いますけ

ども、今後も新たなところ、新年度とあわ

せて、今後も新たに定点カメラを設置して

いかれるのかなと認識をいたしました。 

 そんな中で、私も大雨が降るときに、大

阪府の防災テレメータの中から、ちょうど

安威川の鶴野橋等々、リアルタイムで水位

が見れる、家のパソコンからですね、そう

いうシステムが、皆さん、ご存じだと思う

んですけども、その摂津市が今後つけてい

く定点カメラと、この大阪府のテレメータ

とのコラボといいますか、連携といいます

か、そういうのはあるかどうかです。 

 もう一つは、摂津市独自で市民の方へ、

先ほどご答弁を聞きますと、市民の方には

見れないと思います。水防団の方であった

り、市の職員は見れるけども、市民の方は

見れないと認識しているんですけども、市

民の方が例えばパソコンから水位が見れ

るとか、そういうことを今後考えていかれ

るのかどうか、ちょっとご答弁をいただき

たいと思います。 

 １０番目です。多世代同居・近居支援事

業についてであります。 

 これは近年の少子高齢化の時代にあっ

て、家族でともに助け合って暮らしていく

んだという中身で、すばらしい摂津市独自

の制度だなと高く評価をしているわけで

あります。この３月の広報にもこの制度に

ついて紹介していただいておりますけど

も、もう一歩踏み込んで、例えば今ちょう

ど転入、転出の時期ですけども、市民課で

いろいろ申請をされると思いますけども、

一歩踏み込んで、市民課に置いてあります

封筒の中に、こんな制度ありますよとチラ

シを入れて、多くの方に知っていただくと

いうことは、僕、本当に大事だなと思いま

すけども、その点、お聞かせいただきたい

と思います。 

 それから、１１番目です。予算概要１０

０ページになります。 

 消防本部車両・資機材整備事業におきま

して、消防ポンプ自動車及び救命ボートを

更新してまいりますということでありま

した。新たに、今回、防災タウンページが

出まして、２０２０年度版ですね、淀川の

氾濫したときの浸水継続時間を見ており

ますと、多くのところが２週間浸水してい

るということで、真っ赤っかになっており

ます。この救命ボートの更新、あるいは救

命ボートを拡充していくということは非

常に水害対策においても大事なことだと

思いますので、今後も取り組みよろしくお
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願いしたいと思います。 

 質問のほうは、もう一点、この予算概要

１００ページの事業の中で、災害応援等活

動事業、あるいは消防活動事業、そして救

助活動事業というのが計上されておるん

ですけども、ちょうど大阪北部地震、ある

いは台風２１号、一昨年、経験しましたけ

ども、私も現場に入らせていただいて、あ

るおうちでは、屋根の瓦が落ちているけど

も、自分の家のものかどうかわからへんと

いうことでありました。周りに高い建物、

マンション等があれば、登って確認するん

ですけども、なかなかできなかったんです。

固定資産税課のほうで航空写真というの

もありましたけども、そんなときにドロー

ンがあれば、すぐにそういう状態が確認で

きると、これは防災管財課とも連携すると

思うんですけども、あとは火災時に活用さ

れている、吹田市、あるいは高槻市、大阪

市もドローンを導入されておりますけど

も、新年度、そういう活動に際してのドロ

ーンの導入について考えはあるのか、ちょ

っとお聞かせいただきたいかなと思いま

す。それが１２番目としておきます。 

 それから、１３番目であります。予算概

要１０２ページ、消防団車両・資機材整備

事業についてであります。 

 私も消防団をさせていただいているん

ですけども、毎月の定例会でポンプ回しに

行ったり、あるいはもちろん年末の夜警で

すね、出動して、消防車両に乗って地域を

回るわけですけども、大きな事故に出くわ

すかもしれません。気をつけて運転してま

すけども、事故に遭うかもしれません。そ

んなときに、今、注目されているのがドラ

イブレコーダーの設置なんです。私もずっ

とドライブレコーダー、自分の車ですけど

も、つけてなかったんですけども、あおり

運転等々があって、設置しないとあかんと

いうことで、自分で設置したんですけども、

今は安価でドライブレコーダーも購入で

きるわけですけども、もちろん消防本部の

車両にはドライブレコーダーが設置され

ていると思いますけども、消防団の車両に、

一気にはいかないと思うんですけども、ド

ライブレコーダーを動く防犯カメラとい

う観点からも設置していただいたらいか

がでしょうか。これは要望としておきます

ので、どうか、今後、新年度も含めてご検

討いただきますようよろしくお願いをい

たします。要望としておきます。 

 それから、１４番目です。予算概要１０

４ページ、防災対策事業についてでありま

す。 

 さまざまな防災対策については本会議、

昨日、きょうもいろいろ議論がなされたわ

けでありますけども、新年度の取り組みと

して、「長期的な避難生活を見据え、計画

的な環境整備等について検討してまいり

ます」と施政方針で、市長が述べられまし

た。 

 新年度で、例えばですけども、小学校、

ＧＩＧＡスクール構想で、多くの子どもた

ちが一気にタブレット型のパソコンを使

っても、それに対応できるＬＡＮ環境を整

備していくんだと教育委員会のほうであ

ったんですけども、それは平時です。平時

はそのＬＡＮを使用してインターネット

を子どもたちが使う。ただ、災害時には市

民の方が避難所で生活するわけですから、

小学校も使います。Ｗｉ－Ｆｉとして活用

できないかなと思ったわけですけども、そ

の点、ちょっとお聞かせいただきたいと思

います。 

 それから、最後に１５番目、これは要望

となりますけども、公園遊具が、ちょっと



- 35 - 

 

戻りますけども、大事だなと、昨日も弘委

員からもご質問もありまして、私も本会議、

あるいは委員会等々で、公園のリニューア

ル計画をしていただけないですかとご要

望させていただいてきました。遊具という

のは本当に大事であります。私の一番下の

子どももこの４月から大学生になるんで

すけども、小っちゃいときは、毎日のよう

に、休みになったら公園に連れて行ってほ

しいという声を子どもからもらって公園

へ行きました。吹田市の公園、ローラー滑

り台がある公園であったり、ちょっと他市

を言ってしまいますけど、茨木市のちょう

ど中央市場を越えてから、教習所の横には

すばらしい公園もあります。もちろん地元

にも庄屋公園、あるいは鳥山公園、三島公

園、今は明和池公園、新幹線公園、鳥飼地

域のほうへ行けば、たくさんありますけど

も、本当に公園というのは大事だなと。ち

ょうど、今、新型コロナウイルスが流行し

ているということで、休みを利用して公園

に行っているお父さん、お母さん、あるい

は子どもたちも多いと思うんですけども、

課長からも新たな遊具を検討していくん

だというご答弁もありましたけども、どう

か公園のさらなる充実、これは先ほど藤浦

委員からありましたけども、市民のワーク

ショップを開いてとありましたけど、私は

子どもたちがワークショップを開いて、こ

の公園にこんな遊具を置きたいというふ

うなワークショップをとっていただきた

いなと。例えば鳥飼地域のほうへ行きます

と、たくさんの立派な公園がある。この公

園はボール遊び大丈夫なんだよ、あるいは、

この公園は遊具充実していこうという、そ

ういうリニューアル計画をつくっていた

だいて、みんなで取り組んでいく。それは

鳥飼地域の今後のグランドデザインにも

僕はつながっていくんじゃないかなと、地

域資源を活用したですね、公園のあるとこ

ろには子どもが集まってくる。そういう意

味で人口ビジョン、あるいはまち・ひと・

しごと創生総合戦略にも十分つながって

いくことなのかなと思ってますので、どう

か今後の公園のさらなる充実に取り組ん

でいただきますよう、よろしくお願いしま

す。 

 以上で、１回目終わります。 

○野口博委員長 谷内田課長。 

○谷内田財政課長 それでは、私から、寄

附金の使途状況の公表についてお答えい

たします。 

 ふるさと納税を含めまして、寄附金の使

途状況についての公表については、これま

でも本委員会でさまざまなご意見、ご指摘、

委員からいただいてきたところでござい

ます。そういったご意見、ご指摘を踏まえ

まして、我々としましても、寄附金の使途

状況を公表することについては大変重要

なことであるということで、業務の改善を

するよう検討を重ね、平成３０年度の決算

概要から、その使途状況について一定公表

してきたところでございます。ふるさと納

税として、新たな取り組みをしてまいりま

すけれども、そういった使途状況の説明に

ついては、同様にきちんと見える形でやっ

ていきたいと思っております。 

 以上です。 

○野口博委員長 槙納課長。 

○槙納情報政策課長 それでは、情報政策

課にかかわりますご質問にお答えさせて

いただきます。 

 ＲＰＡの導入では、これまで職員が手作

業で行っていた定型業務等を自動化させ

ることができ、これにより複雑化、多様化

する市民ニーズに対応する時間の確保が
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できるものではないかなと考えておりま

す。 

 市民サービスの向上の観点でのＩＣＴ

の活用につきましては、国の機関におきま

しては、デジタル手続法によってオンライ

ンが義務化され、申請件数が年間１万件以

上の手続をオンライン化の対象に選定す

る見込みであります。 

 本市におきましても、市民の要望が多く、

費用対効果が高い手続からオンライン化

の取り組みを進めていく必要があると考

えております。 

 また、マイナンバーカード等を活用して

の取り組みといたしましては、本市ではマ

イナンバー導入とともに、コンビニエンス

ストアで住民票や印鑑等の証明書を取得

できるサービスを実施しております。 

 今後、国では２０２１年から保険証とし

てマイナンバーカードを利用できる予定

であることや、本年９月からは、マイナン

バーカードで２５％の還元を行う予定で

あるという報告がなされております。 

 本市におきましても、制度に遅滞なく対

応ができるよう準備を行ってまいりたい

と考えております。 

○野口博委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、南野委員の

まず５番目の自転車の始業点検について

のご質問にお答えさせていただきます。 

 本新制度は、引き取りに来られない、移

動保管した自転車の中から選んでいただ

き、そのままの状態で無償譲渡いたします。

自転車の整備や防犯登録、また、自転車保

険の加入などは、譲渡を受けた方において

適正に行っていただくこととしておりま

す。 

 最初、引き渡しする際の点検につきまし

ては、自転車整備士による点検が必要とな

ってきます。そのため、現在、新年度に向

けて、大阪府自転車軽自動車商業協同組合

の摂津支部及び守口支部のご協力のもと、

自転車整備士による点検体制を構築する

ために、摂津市高齢者運転免許証自主返納

支援事業に関する連携協定書の締結に向

け、準備をしているところであります。開

始である夏ごろには、その点検をした上で

の譲渡をするように進んでいく予定をし

ております。 

 それから次に、駐車場の管理の中で、障

害者などに対応した観点からの管理につ

いてのご質問でございますが、各市営の駐

車場、自転車駐車場につきましては、まず

利用料金については条例で定めるとおり、

通常料金の２分の１減免となることから、

機械式徴収の場合は精算機にその支払方

法について表示させていただいており、必

要に応じて係員が対応しております。 

 また、利用場所につきましては、指定管

理者の管理運営のもと対応しているとこ

ろでありまして、例えばモノレール南摂津

駅前第２自転車駐車場では、駐車場内の敷

地が広いことから、管理事務所付近、ある

いは入り口付近に障害者は当然のことな

がら、けがをされている方や妊婦さんなど、

移動に配慮が必要な方に対しまして、駐車

場所を入り口付近に設置し、体の負担にな

らないような配慮に努めております。 

 今後もご要望、ニーズに対して指定管理

者へ改善を働きかけ、反映していくように

取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、私からは、

７番目のご質問で、安威川歩道橋及び別府

歩道橋における安全対策についての内容

についてお答えいたします。 
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 安威川歩道橋及び別府歩道橋は、自転車、

歩行者の専用橋でございます。橋の建設当

初よりバイクの通行規制や取りつけ道路

への自転車の飛び出し防止を目的といた

しまして、橋の両端に車どめを設置してお

りますが、この２橋につきましては、大阪

市への近道、いわゆるショートカットとな

ることから、バイクが通行禁止にもかかわ

らず、車どめの間をすり抜けて通行してい

るのが見受けられます。自転車の通行を確

保した上でバイクの通行を抑制するとい

うのは非常に困難なことになるんですが、

安威川歩道橋では車どめを千鳥配置にい

たしまして、バイクが通り抜けしにくい対

策をしております。しかしながら、通行バ

イクがまだその間を通り抜けているとい

う状況でございますので、通行時に必ず目

に入るような場所に多数のバイク通行禁

止という掲示をして、啓発のほうを強化し

ているところでございます。 

 また、電動車いす等の普及も踏まえて、

車どめの再配置もこれまで行っておりま

すけれども、その際も、容易にバイクが通

行できないような配慮をしております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 宮城課長。 

○宮城水みどり課長 それでは、南野副委

員長の９番目、定点カメラと大阪府の河川

のライブカメラとの連携が図れるのかと、

その定点カメラの画像が市民にも見える

ようになるのか、この二つについてお答え

いたします。 

 定点カメラにつきましては、先ほど藤浦

委員のご質問でお答えいたしましたが、ま

ずは５か所を水位変動の激しい淀川から

の取水口や排水機場、こういったところに

５カ所つけさせていただき、これを水防活

動に携わる職員が、パソコンの画面上で見

れるようにしまして、その効果を見定めて

検証していき、その後に、また水位変動の

激しい水路、そういったところが出てきま

したら、カメラのほうを増設していきたい

と考えておりますが、大阪府の河川と水路

はもともと機能が大きく異なっておりま

すので、その連携ということに関しまして

は、我々で考えることもできませんので、

また、大阪府ともそういうことが可能かど

うか検討を進めていく必要があると考え

ております。 

 市民に向けてのその画像が見えるよう

にするのかにつきましては、先ほども申し

ましたが、まず職員のほうでライブカメラ

のほうを見ていく中で、あとその見せ方だ

とか、そういったものを画面上でつくり上

げる必要もありますので、そういったもの

ができるようになりました暁には、摂津市

民の方にもホームページ上から水位情報

を含めまして、カメラを見ていただけるよ

うな形を考えていきたいと思っておりま

す。 

○野口博委員長 寺田課長。 

○寺田建築課長 南野委員の１０番目の

多世代同居・近居支援事業にかかわるお問

いに対しましてお答えさせていただきま

す。 

 代表質問でもご議論がございましたと

おり、本制度の課題といたしましては、や

はり市内に同居または近居をしていただ

くということの内容の制度のご理解並び

に定着に向けまして、引き続き、市内外の

方々に対し積極的な情報発信、アピールが

必要であることは認識いたしております。 

 先ほどご提案いただきました３月号の

市の広報誌でも特集記事として取り上げ

ており、情報発信に努めているところでご

ざいます。 
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 今まで市役所の庁内、子育て施策であり、

高齢介護課、それから各種公共施設にも制

度のチラシの配架はさせていただいてお

ります。また、近隣、大阪モノレールの各

駅にもチラシ等々配架をするなどさせて

はいただいておるんですが、委員がご提案

のとおり、市外からまず転入された方で、

新しく市役所に来られた方の一番の窓口

はやはり市民課でございますので、そちら

のほうにもチラシは当然配架させてはい

ただいておるんですが、ご提案いただいて

いる内容で、再度、市民課のほうにも要請

してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 木下課長。 

○木下警備課長 それでは、消防本部警備

課から南野副委員長からの質問番号１２

番、無人航空機、いわゆるドローンの導入、

整備についてお答えいたします。 

 ドローンでございますが、副委員長から

もご指摘がありましたとおり、大規模災害

や特殊災害が発生した場合において、情報

収集や捜索活動、救出ルートの確認などを

上空から迅速かつ効果的に行えるツール

として、近年、急速に注目を集めているも

のでございまして、特に消防隊員が接近す

ることが困難な状況下においては、その効

果が大きく期待されるものでございます。 

 なお、大阪府下の整備状況でございます

が、副委員長からもご紹介がありましたと

おり、大阪市消防局は７機のドローンを保

有し、既に実運用を実施しております。 

 また、北摂地区では先進市といたしまし

て吹田市消防本部が１機所有しており、高

槻市消防本部も１機導入予定であると聞

いております。 

 本市においても整備を検討しておりま

すが、導入に当たりましては、機体の運用

指針の策定、また、運用要員の教育計画の

作成などを経て、運用要員の操縦技術等の

確認を行った後、本格的な運用ができるも

のでございまして、さらに操作には機体の

操作員だけではなく、上空監視員や機体及

び環境確認者といった複数人員で対応す

る必要があるため、本市消防本部がドロー

ンの配備運用を実現するには、現在のとこ

ろ、人員的、予算的にも厳しいものがある

と考えております。 

 しかし、ドローンの活用方法は、副委員

長からのご提案のとおり非常に大きく、今

後の消防活動に大きな変化をもたらす可

能性ははかり知れないものがあると考え

ておりますので、効果的な運用方法、継続

的な運用要員の養成、ドローン飛行につい

ての安全管理、また、運用に係る費用等々、

諸問題についてはあらゆる視点で検討、研

究してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 川西課長。 

○川西防災管財課長 では、質問番号１４

番、避難所生活の長期化を見据えて、ＧＩ

ＧＡスクール構想で利用するＷｉ－Ｆｉ

を活用できないかという問いについてお

答えいたします。 

 まず、ＧＩＧＡスクール構想のＷｉ－Ｆ

ｉなんですけども、これは専用のネットワ

ーク環境を利用した教育専用のシステム

でございます。一般の無料開放型のＷｉ－

Ｆｉとは仕組みそのものが異なっており

ますため、万一の際、避難所の皆さんに活

用していただくことは困難と考えており

ます。 

 ただ、熊本地震の際には、通信会社の協

力によりまして、各避難所にフリーＷｉ－

Ｆｉを開設したとも聞き及んでおります。 

 我々といたしても、万一の際、速やかに
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避難所の皆さんが利用できるフリーＷｉ

－Ｆｉを避難所に開設できるよう、通信会

社のほうとの防災協定の締結、これを探っ

てまいりたいと考えております。 

 また、避難所運営を担当いたします職員

が本部とのやりとりに使用いたしますパ

ソコンですね、このパソコンの通信手段に

ついても、あわせて検討を進めてまいりた

いと考えております。 

○野口博委員長 南野副委員長。 

○南野直司委員 ご答弁ありがとうござ

います。 

 １点目のふるさと寄附金につきまして

は、どのような形で利用させていただきま

したかというふうに、しっかりとお知らせ

をしていくのも本当に非常に大事だなと

思いますので、どうかよろしくお願いをい

たします。 

 それから、ＩＣＴを活用した市民サービ

スの向上について、課長からご答弁をいた

だきました。例えばマイナンバーカードと

連携しながらやっていくんだというご答

弁をいただきました。市民の方が２４時間

３６５日、いつでもどこでも各種申請等々

ができるようなシステムの構築ですね、今

後もしっかりと視野に入れながら取り組

んでいただきますようよろしくお願いし

ます。 

 マイナンバーカードの交付につきまし

ては、これは担当が違いますけども、ちょ

っとふえてるように、市民課の前を通りま

すと、多くの方がカードをつくっておられ

るように認識しておりますので、どうかよ

ろしくお願いをいたします。電子自治体の

推進、よろしくお願いしたいと思います。

要望としておきます。 

 それから、人生１００年ドライブについ

て、部参事からご答弁をいただきました。

今、自転車の整備士等々が整備していただ

けるように進めてますということです。理

解をいたしました。やっぱりお渡しする前

にちょっとした点検というのは本当に大

事だなと思いますので、どうかよろしくお

願いします。 

 そして、すばらしい取り組みだと思いま

すので、何回も言いますけど、全国に発信

できるようによろしくお願いします。要望

としておきます。 

 それから、市内の自転車の駐輪場につき

まして、これは障害を持っておられる、ハ

ンディキャップを持っておられる方に対

しての取り組みとして、優しい取り組みと

していろいろ指定管理者とやりとりしな

がら進めていただいておりますので、どう

か新年度も引き続き、ちょっとした配慮を、

また必要なところは、現在もやっていただ

いておりますけども、さらに配慮が必要な

ところは、しっかりとやっていただくよう

によろしくお願いをいたします。ありがと

うございます。 

 それから、７点目の橋梁の修繕とちょっ

と角度が違いますけども、安全対策につい

て、今、課長からご答弁をいただいたわけ

です。 

 ちょうど写真がありまして、白黒でわか

りづらいですけど、これ、安威川歩道橋な

んです。（資料の写真を示す） 

部長も見ていただいたことあると思い

ますけども、正雀本町から浜町へ渡るとこ

ろにポールがたくさん立てられているん

ですね。バイクが通ったり、自転車がスピ

ードを出したりして、本当に危険な状態な

んです。今、シニア向けの三輪自転車が普

及してきているんです。サイズが大きくて、

もちろん子どもを前と後ろに乗せる電動

アシストつきのお母さん方が乗っている
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自転車もそうなんですけども、あれは後ろ

に設置するチャイルドシートの幅が広い

んですね。やっぱりポールに当たるんです。

危険やなと思って、何か方法がないかなと、

ここは、安全対策の観点からですね、ただ、

バリアフリーの観点からは、このポールは

ほんまにこのままでいいんかなと思うの

で、そのときちょっと思ったのが、これ、

提案としておきたいんですけども、今、ち

ょうど安威川歩道橋の出たところに、信号

機があるところに防犯カメラがついてい

るんです。その防犯カメラは橋を映してな

いんです。この橋については、バイクが渡

るのを阻止するために、道路管理課として

防犯カメラを設置していただきたい。警察

では通ろうが何しようが検挙ができない

と認識してるんです。だから条例か何かを

つくっていただいて、バイクが通られへん

ような形でしたら、このポールも撤去でき

るのかなとは思うんです。やっぱり自転車

のスピードというのは監視することはで

きないですけども、こんな形で、例えばバ

イクは左側を通ってくださいよ、歩行者は

右側通ってくださいよとか区別するとか、

１回、そういう形でご検討いただければな

と思いますので、要望としておきます。よ

ろしくお願いをいたします。 

 それから、９点目の定点カメラの設置に

ついてご答弁いただきました。わかりまし

た。 

 今後については、私も先ほど言いました

けども、安威川の鶴野橋等々、やっぱり確

認するわけで、そういうカメラがついてい

るところというのは、やはり大雨が降った

ときに増水するところであったり、ごみが

たまるところであったりと思うんですけ

ども、増水するところについては、市民の

方がリアルタイムにその映像を見れたら、

外へ出ていかなくても、おうちで見れると

いうことで、さまざまなハードルはあると

思うんですけども、そういうシステムの構

築、できるところは検討していただいて、

導入していただきますようによろしくお

願いします。要望としておきますので、よ

ろしくお願いします。 

 それから、多世代同居及び近居に係る制

度の周知徹底ということで、課長からご答

弁いただきました。すばらしい制度であり

ますので、どうか多くの方が知っていただ

くように、今後もさらに周知徹底を工夫し

ていただきますようよろしくお願いしま

す。要望としておきます。 

 １２番目のドローンの導入について検

討していただくということであります。災

害時、あるいは平時の消防活動におきまし

ても、力を発揮する機材であると認識して

おりますので、どうかいろんなハードルが

あると思いますけども、導入に向けてご検

討いただきますようよろしくお願いしま

す。要望としておきます。 

 それから、これは最後です。防災に関し

てのＷｉ－Ｆｉ環境、平時は子どもたちの

ＬＡＮ環境、それから災害時は避難された

市民の方へのＷｉ－Ｆｉの環境に使えな

いかということで、ちょっと厳しいという

ことで課長からございました。 

 しかし、今後におきましては、災害時、

避難所での生活が長期になりますと、そう

いった支援が来ていただければいいです

けども、そういう通信会社等々、あと国土

交通省等々、支援いただければＷｉ－Ｆｉ

の環境が整うわけですけども、やはり導入

している自治体もあるわけですから、どう

かそういった角度でいろいろ調査してい

ただいて、何か利用できるものだったら利

用していただいて、Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備
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を検討していただきますよう要望として

おきます。 

 それから、最後ですけども、１点だけち

ょっとご要望がありまして、これは摂津市

地域防災計画ということで、今、この３月

１６日までパブリックコメントをとられ

て、また新たなものに改定されていくとい

うことでありました。 

 先日、社会福祉協議会のほうで、あった

かご近所サポート講座というのがありま

して、その中でお体にハンディキャップを

持っておられる方、当事者がおられて、大

阪北部地震のときどうだった、それから台

風２１号のときはこんな怖い思いをした

と、生の声を聞かせていただきました。こ

の計画の中でも予防の６７から６９ペー

ジまで、災害時における要援護者の方の支

援体制ということで上げられておるんで

すけども、一番最後に総務部長にご答弁い

ただきたいと思うんですけども、私は例え

ば地震やったら地震が起こったときに、ま

ずは自分の身を守らなあかんと思うんで

す。その次に、やはり家にいてたら地域の

人を何とか助けてと思うんですね。そんな

ときに、障害を持っておられる方とか、お

ひとり暮らしの高齢者の方にやっぱり目

が行くわけです。だから、今後は災害時に

おける要援護者の方の個別のケアプラン

というものを保健福祉部、あるいは社会福

祉協議会と連携をとって、大変な作業にな

ると思うんですけども、災害時、この方を

どうしていくんだというふうなケアプラ

ンをつくっていかなあかんと思うんです。

障害福祉課のほうで災害時、緊急時に備え

てというチェックシートがあるんです。ご

住所であったり、名前であったり、個人情

報ですけど、どんな医者にかかってとか、

これ、今、記入していただく取り組みをさ

れておるんですけども、最後に部長から、

災害時における要援護者の摂津市におけ

る支援体制の構築について、あるいは、大

きく今後の摂津市の防災力の向上につい

てご答弁いただけたらなと思います。 

 以上で、私の質問は終わります。 

○野口博委員長 井口部長。 

○井口総務部長 ご答弁申し上げます。 

 まず、現在、進めております地域防災計

画のパブリックコメントは、来週で一応終

わりということでございますけれども、で

きるだけ市民の皆様の声を細かく丁寧に

拾って、計画の中に盛り込んでいきたい、

その思いでおります。 

 ご質問の趣旨であります要援護者に対

する取り組みがどうなっているのかとい

うことでございます。一昨年の地震、台風

の経験を踏まえまして、計画の見直しを図

ったところでございますけども、この中で

見えてきました課題と申しますのは、やは

りどのように被害者、犠牲者を出さないか、

そういう観点が一番大事だと。まずは自分

で自分の身を守っていただく自助、それか

らご近所で助け合う共助、この地域力です

ね、地域ぐるみで犠牲者を出さない取り組

みが大事だろうと思っております。 

 その中で、地域版のハザードマップ作り

を進めておるわけですけども、その中でお

ねがい会員、まかせて会員という形で、地

元の中で、私、ひとり暮らししてますとか、

足が不自由ですとか、なかなか自分から手

を挙げにくい、また、伝えにくい方もいら

っしゃると思いますけども、そういう方を

できるだけ地域でフォローしていただい

て、その方たちをどのように避難していた

だくか、それで行政はどういうサポートが

できるのかというところがこれから大事

になってこようかと思っています。 
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 まず、昔、福祉部局のほうで取り組んで

いただきました要援護者台帳です。その中

でも介護認定を中心に、必要な方をリスト

アップというか、一人ずつ安否確認をして

いくというのがありました。それも最初、

かなりの数だったんですけども、絞り込み

といいますか、そういう協力もいただいて、

個人情報に気をつけながら管理するとい

う形で登録はいただいているんですけど

も、それとはまた別に、最初に申し上げま

した、なかなか介護認定も受けてらっしゃ

らないで、摂津市に来たばかりの方とか、

地方からちょっと出てきてる親御さん、そ

ういう方は、住民票も動かしてない方もい

らっしゃると思いますけども、そういう方

たちも全部拾い上げるような形が何かな

いのかなと。それで、そういう方たちを優

先的にどういうふうに避難していただく

か、これが最大の課題だと思ってるんです

けども、それよりも、とりあえずは地域で

そういう状況の人をまず把握していただ

きたいなと。そして、我々と一緒にどうい

うふうな逃げ方ができるのか、命が守れる

のかということで、今、おっしゃっていた

だいたケアプランですね、社会福祉協議会

ですとか、そういったボランティアグルー

プなり団体とも密接に情報交換できれば

一番いいんですけども、なかなか個人情報

の壁がありまして難しいとは思います。具

体に手を挙げてくださっている方につい

ては、個々どういう形で避難をしていただ

くか、個別ケースを、これができるかどう

かはわかりませんけども、そういう会議を

持って、地域でどういうふうに犠牲者を出

さないで済むか、何か道しるべみたいなプ

ランができればいいなと思っております。

これからもそういう形で地域ぐるみで地

域防災力向上に努めてまいりたいと思い

ます。 

 それよりも何よりも、まずこの地域防災

計画を振り返った職員自身が、自分のとる

べき行動、これもしっかりとこの計画の中

では押さえるように、また、できたかでき

てないかという効果も測定するような形

に組みかえておりますので、この計画が実

りあるものになるように、これからも努め

てまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 以上で、南野副委員長の

質問は終わりました。 

 これで、議案第１号所管分及び議案第９

号所管分の審査のうち、総務部、建設部、

消防本部の審査が終了いたしました。 

 本日は委員会をこの程度にとどめ、散会

いたします。 

（午後４時３３分 散会） 

 

 

 

 

 

 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 
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